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―
「
出
塞
」
二
首
・

入
塞
」
二
首
・

折
楊
柳
」
一
首
―

六
朝
楽
府
訳
注
（
二
十
一
）

「

「
小

川

恒

男

は
し
が
き

本
稿
で
は
隋
・
虞
世
基
「
出
塞
」
二
首
其
二
の
後
に
楊
素
「
出

塞
」
二
首
其
二
の
訳
注
を
附
録
と
し
て
掲
載
し
た
。
前
稿
の
「
は

し
が
き
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に

『
楽
府
詩
集
』
に
は
楊
素
の

、

「
出
塞
」
を
一
首
し
か
収
め
な
い
が

『
古
詩
紀
』
巻
百
三
十

、

一
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
そ
の
他
に
北
周
・
王
褒
と
隋
・
何
妥
の

「

」

。

「

」

。

入
塞

を
一
首
ず
つ

梁
・
元
帝

折
楊
柳

一
首
を
収
め
た

底
本
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
中
国
古
典
文
学
基
本
叢
書
『
楽
府

詩
集

（
中
華
書
局

一
九
七
九
）
で
あ
る
。

』
隋
・
虞
世
基
「
出
塞
」
二
首
其
二

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
上
将
三
略
遠

上
将

三
略

遠
く

２
元
戎
九
命
尊

元
戎

九
命

尊
し

３
緬
懐
古
人
節

緬
か
に
懐
ふ

古
人
の
節

は
る

お
も

４
思
酬
明
主
恩

酬
い
ん
と
思
ふ

明
主
の
恩

５
山
西
多
勇
気

山
西

勇
気
多
く

６
塞
北
有
遊
魂

塞
北

遊
魂
有
り

７
揚
桴
度
隴
坂

桴
を
揚
げ
て

隴
坂
を
度
り

ば
ち

わ
た

８
勒
騎
上
平
原

騎
を
勒
ゐ
て

平
原
を
上
る

ひ
き

９
誓
将
絶
沙
漠

将
に
誓
ひ
て

沙
漠
を
絶
り

ち
か

わ
た

悠
然
去
玉
門

悠
然
と
し
て

玉
門
を
去
る

10
軽
齎
不
遑
舎

軽
齎

舎
つ
る
に

遑

あ
ら
ず

け
い
せ
い

す

い
と
ま

11
驚
策
騖
戎
軒

驚
策

戎
軒
を
騖
す

は

12
懍
懍
辺
風
急

懍
懍
と
し
て

辺
風

急
に

13
蕭
蕭
征
馬
煩

蕭
蕭
と
し
て

征
馬

煩
る

つ
か

14
雪
暗
天
山
道

雪
は
暗
し

天
山
の
道

15
氷
塞
交
河
源

氷
は
塞
ぐ

交
河
の
源

ふ
さ

16
霧
烽
黯
無
色

霧
烽

黯
く
し
て

色
無
く

く
ら

17
霜
旗
凍
不
翻

霜
旗

凍
り
て

翻

ら
ず

ひ
る
が
へ

18
耿
介
倚
長
剣

耿
介

長
剣
に
倚
り

か
う
か
い

よ

19
日
落
風
塵
昏

日

落
ち
て

風
塵

昏
し

く
ら

20【
日
本
語
訳
】

１
司
令
官
で
も
あ
る
上
将
軍
は
兵
法
が
深
遠
で

２
尊
く
も
最
高
位
の
官
爵
に
あ
る

３
遥
か
昔
の
人
の
節
操
を
心
に
抱
き

４
聡
明
な
君
主
の
恩
愛
に
酬
い
た
い
と
思
っ
て
お
ら
れ
る

５
崤
山
・
華
山
以
西
は
勇
者
を
輩
出
す
る
気
に
満
ち
て
お
り

６
万
里
の
長
城
以
北
に
は
戦
死
者
の
魂
が
残
っ
て
い
る
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７
撥
を
振
り
か
ざ
し
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
隴
坂
を
越
え

ば
ち

８
騎
兵
を
率
い
て
平
原
に
上
っ
て
い
く

９
砂
漠
を
横
断
す
る
こ
と
を
将
軍
に
誓
い

あ
っ
と
い
う
間
に
玉
門
関
を
通
り
過
ぎ
る

10
携
帯
用
食
糧
を
捨
て
去
る
暇
さ
え
な
く

11
さ
っ
と
翻
る
ム
チ
が
兵
車
を
疾
走
さ
せ
る

12
辺
地
を
吹
き
渡
る
厳
し
い
風
は
慌
た
だ
し
く

13
遠
く
出
征
し
て
き
た
馬
は
嘶
く

14
降
り
つ
の
る
雪
の
た
め
に
天
山
へ
の
路
は
闇
に
包
ま
れ

15
氷
が
交
河
の
水
源
を
閉
ざ
し
て
し
ま
う

16
霧
が
か
か
っ
た
峰
々
は
暗
く
な
っ
て
色
彩
を
失
い

17
霜
の
降
り
た
軍
旗
は
凍
っ
て
ま
っ
た
く
翻
ら
な
い

18
け
れ
ど
も
、
勇
者
は
意
気
軒
昂
と
し
て
長
剣
に
よ
り
か
か
る

19
日
が
沈
み
砂
埃
が
風
に
舞
う
闇
の
中
で

20【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
七
・

古
詩
紀
』
巻
百
三
十
四
・

『

『
唐
詩
品
彙
』
巻
一

０
「
虞
世
基

『
品
彙
』
作
「
虞
世
南

。

」
、

」

５
「
勇

『
英
華
』
作
「
虜

。

」
、

」

７
「
度

『
詩
紀
』
注
云
「
一
作
『
上

。

」
、

』
」

８
「
騎

、
底
本
注
云
「
一
作
『
馬

「
上

『
詩
紀
』
注

」

』
」
。

」
、

云
「
一
作
『
下

。
』
」

【
押
韻
】

「
尊

「
魂

「
門

「
昏

、
上
平
二
十
三
魂
韻

「
恩

、
上

」

」

」

」

。

」

平
二
十
四
痕
韻

「
原

「
軒

「
煩

「
源

「
翻

、
上
平
二

。

」

」

」

」

」

十
二
元
韻
。
元
・
痕
・
魂
同
用
。

【
作
者
】

五
五
二
？
～
六
一
八
。
陳
及
び
隋
の
政
治
家
。
字
は
茂
世
。

（

）

。

、

会
稽
余
姚

浙
江
省
余
姚
市

の
人

父
の
茘
は
陳
代
の
文
人

弟
は
「
初
唐
の
三
大
家
」
の
一
人
と
し
て
著
名
な
書
家
、
虞
世

南
。
陳
の
宣
帝
の
太
建
の
初
め
頃
、
弟
世
南
と
と
も
に
顧
野
王

に
師
事
し
、
若
く
し
て
博
学
、
草
隷
を
善
く
し
、
孔
奐
や
徐
陵

の
知
る
所
と
な
っ
た
。
太
建
四
年
頃
、
陳
の
建
安
王
の
法
曹
参

軍
と
な
り
、
太
子
中
庶
子
、
尚
書
左
丞
を
歴
任
し
た
。
陳
が
滅

び
る
と
、
隋
に
仕
え
て
通
直
郎
と
な
っ
た
が
、
家
が
貧
し
か
っ

た
の
で
、
書
物
を
書
写
し
て
家
族
を
養
っ
た
。
煬
帝
が
即
位
す

る
と
内
史
侍
郎
に
抜
擢
さ
れ
、
政
権
の
中
心
を
担
っ
た
。
大
業

八
（
六
一
二
）
年
の
高
句
麗
遠
征
の
際
に
は
金
紫
光
禄
大
夫
に

、

、

昇
進
し
た
が

こ
の
頃
か
ら
煬
帝
の
失
政
が
続
く
よ
う
に
な
り

、

。

煬
帝
が
宇
文
化
及
に
殺
さ
れ
る
と

世
基
も
同
じ
く
殺
さ
れ
た

【
語
釈
】

１
上
将
三
略
遠

２
元
戎
九
命
尊

［
上
将
］
上
将
軍
の
略
。
前
稿
に
訳
出
し
た
隋
・
薛
道
衡
「
出

塞
」
二
首
其
一
に
も
「
高
秋
白
露
団
、
上
将
出
長
安
（
高
秋

、

）
」

。

白
露

団
と
し
て

上
将

長
安
を
出
づ

と
見
え
た

た
ん

［
三
略
］
古
い
兵
法
書
の
名
。
上
略
・
中
略
・
下
略
か
ら
な
っ

て
い
た

『
隋
書
』
経
籍
志
三
に
「

黄
石
公
三
略
』
三
巻
、

。

『

下
邳
神
人
撰
、
成
氏
注

」
と
見
え
る
が
、
今
は
佚
す
。
転

。
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じ
て
広
く
兵
法
を
い
う
。
三
国
魏
・
李
康
「
運
命
論

（

文

」
『

選
』
巻
五
十
三
）
に
「
張
良
受
黄
石
之
符
、
誦
『
三
略
』
之

説
、
以
游
於
群
雄

（
張
良

黄
石
の
符
を
受
け

『
三
略
』

。

、

の
説
を
誦
し
て
、
以
て
群
雄
に
游
ぶ

」
と
あ
り
、
李
善

。
）

注
に
「

黄
石
公
記
』
序
曰

『
黄
石
者
、
神
人
也
。
有
上

『

、

略
・
中
略
・
下
略

（

黄
石
公
記
』
序
に
曰
く

『
黄
石

』
。

『

、

は
、
神
人
な
り
。
上
略
・
中
略
・
下
略
有
り

」
と
。

』
。
）

［
元
戎
］
大
き
な
兵
車

『
詩
経
』
小
雅
・
六
月
に
「
元
戎
十

。

乗
、
以
先
啓
行
（
元
戎

十
乗
、
以
て
先
づ
行
を
啓
く

」
）

ひ
ら

と
あ
る
。
転
じ
て
司
令
官
を
い
う
。
陳
・
徐
陵
「
移
斉
王
」

「

、

、

、

。

に

我
之
元
戎
上
将

協
力
同
心

承
稟
朝
謨

致
行
明
罰

（
我
の
元
戎
上
将
、
力
を
協
は
せ
心
を
同
じ
く
し
、
朝
謨
を

あ

て
う

ぼ

、

。
）
」

。

承

稟
し

行
ひ
を
致
し
罰
を
明
ら
か
に
す

と
見
え
る

し
ょ
う
ひ
ん

九
命

周
代
に
は
九
等
の
官
爵
が
あ
り

そ
の
最
高
位
を

九

［

］

、

「

命
」
と
称
し
た

『
大
戴
礼
記
』
朝
事
に
「
諸
侯
之
得
失
治

。

乱
定
、
然
後
明
九
命
之
賞
以
勧
之

（
諸
侯
の
得
失
治
乱

。

定
ま
り
、
然
る
後

九
命
の
賞
を
明
ら
か
に
し
て
以
て
之
れ

を
勧
む

」
と
。

。
）

３
緬
懐
古
人
節

４
思
酬
明
主
恩

［
緬
懐
］
遥
か
に
思
い
を
馳
せ
る
。
晋
・
陶
潜
「
扇
上
画
賛
」

「

、

（

、

周
陽
珪
に

緬
懐
千
載

託
契
孤
遊

緬
か
に
千
載
を
懐
ひ

は
る

契
に
託
し
て
孤
り
遊
ば
ん

」
）

ひ
と

［
古
人
節
］
昔
の
人
の
節
操

『
後
漢
書
』
黄

伝
に
「
吾
雖

。

琬

不
徳
、
誠
慕
古
人
之
節

（
吾

不
徳
な
り
と
雖
も
、
誠
に

。

［

］

。「

」
、

酬
明
主
恩

立
派
な
君
主
の
恩
に
お
返
し
を
す
る

酬
恩

梁
・
呉
均
「
辺
城
将
」
詩
四
首
其
二
に
「
徒
傾
七
尺
命
、
酬

恩
終
自
寡
（

徒

に
傾
く

七
尺
の
命
、
恩
に
酬
い
る
こ
と

い
た
づ
ら

終
に
自
ら

寡

し

」
と
あ
る

「
明
主
恩

、
聡
明
な
君

）

。

」

す
く
な

。

「

」

（
『

』

主
の
恩
愛

梁
・
梁
・
江
淹

雑
体
詩

三
十
首

文
選

巻
三
十
一
）
左
記
室
思
詠
史
に
「
珪
組
賢
君
眄
、
青
紫
明
主

恩
（
珪
組
は
賢
君
の
眄
、
青
紫
は
明
主
の
恩

」
）

べ
ん

５
山
西
多
勇
気

６
塞
北
有
遊
魂

［
山
西
］
戦
国
か
ら
漢
代
に
か
け
て
崤
山
・
華
山
以
西
を
「
山

西

「
関
西
」
と
称
し
た
。
古
来
多
く
の
名
将
を
出
し
た
と

」
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
て
き
た

『
漢
書
』
趙
充
国
伝
賛
に
「
秦

。

漢
以
来
、
山
東
出
相
、
山
西
出
将

（
秦
漢
以
来
、
山
東

。

相
を
出
だ
し
、
山
西

将
を
出
だ
す

」
と
あ
る
。

。
）

［
多
勇
気
］
山
西
の
地
は
何
者
を
も
恐
れ
な
い
気
概
に
満
ち
て

い
る
。
右
に
引
い
た
『
漢
書
』
趙
充
国
伝
賛
の
続
き
に
「
山

西
天
水
・
隴
西
・
安
定
・
北
地
処
勢
迫
近
羌
胡
、
民
俗
修
習

戦
備
、
高
上
勇
力
鞍
馬
騎
射

（
山
西
の
天
水
・
隴
西
・
安

。

定
・
北
地
は
処
勢

羌
胡
に
迫
近
し
、
民
俗

戦
備
を
修
習

し
、
勇
力
鞍
馬
騎
射
を
高
上
す

」
と
見
え
る
。

。
）

［
塞
北
］
万
里
の
長
城
以
北
を
指
す
。
三
国
魏
・
曹
操
「
却
東

西
門
行
」
に
「
鴻
雁
出
塞
北
、
乃
在
無
人
郷
（
鴻
雁

塞
北

に
出
で
、
乃
ち
無
人
の
郷
に
在
り

」
と
。

）

［
遊
魂
］
游
魂
と
も
。
身
体
を
離
れ
た
魂

『
易
』
繋
辞
伝
上

。

に
「
精
気
為
物
、
遊
魂
為
変

（
精
気

物
と
為
り
、
遊
魂

。

変
を
為
す

」
と
見
え
る
。
こ
こ
は
戦
死
者
の
魂
。

。
）
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７
揚
桴
度
隴
坂

８
勒
騎
上
平
原

［

］

。『

』

揚
桴

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
バ
チ
を
高
く
挙
げ
る

楚
辞

九
歌
・
東
皇
太
一
に
「
揚
枹
兮
拊
鼓
、
疏
緩
節
兮
安
歌
（
枹

を
揚
げ
て
鼓
を
拊
ち
、
節
を
疏
緩
に
し
て
安
歌
す

」
と
。

）

う

［
隴
坂
］
陝
西
省
と
甘
粛
省
と
の
間
に
あ
る
山
の
名
。
隴
坻
、

隴
山
と
も
。
唐
・
杜
佑
『
通
典
』
巻
一
百
七
十
四
に
「
天
水

郡
…
…
有
大
坂
、
名
曰
隴
坻
、
亦
曰
隴
山

（
天
水
郡
…
…

。

大
坂
有
り
、
名
づ
け
て
隴
坻
と
曰
ひ
、
亦
た
隴
山
と
曰

ふ

。
ま
た

『
太
平
御
覧
』
巻
五
十
六
に
引
く
「
三
秦

。
）
」

、

記
」
に
「
其
坂
九
廻
、
不
知
高
幾
里
。
欲
上
者
七
日
乃
越
。

高
処
可
容
百
余
家
、
下
処
数
十
万
戸
。
上
有
清
水
四
注
。
俗

、『

、

。

、

』
。

歌
曰

隴
頭
流
水

鳴
声
幽
咽

遥
望
秦
川

心
肝
断
絶

去
長
安
千
里
、
望
秦
川
如
帯
。
又
関
中
人
上
隴
者
、
還
望
故

郷
悲
思
、
而
歌
則
有
絶
死
者

（
其
の
坂

九
廻
し
、
高
き

。

こ
と
幾
里
な
る
か
を
知
ら
ず
。
上
ら
ん
と
欲
す
る
者

七
日

に
し
て
乃
ち
越
ゆ
。
高
き
処
は
百
余
家
を
容
る
べ
く
、
下
き

ひ
く

処
は
数
十
万
戸
。
上
に
清
水
の
四
も
に
注
ぐ
有
り
。
俗
歌
に

曰
く

『
隴
頭
流
水
、
鳴
声

幽
咽
す
。
遥
か
に
秦
川
を
望

、

め
ば
、
心
肝

断
絶
す
』
と
。
長
安
を
去
る
こ
と
千
里
、
秦

川
を
望
め
ば
帯
の
如
し
。
又
た
関
中
の
人

隴
に
上
れ
ば
、

故
郷
を
還
望
し
て
悲
思
し
、
而
も
歌
へ
ば
則
ち
絶
死
す
る
者

有
り

。

。
）
」

［
勒
騎
］
騎
兵
を
率
い
る
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た

ら
な
い

「
勒

、
手
綱
を
引
い
て
馬
を
統
御
す
る
。

。

」

９
誓
将
絶
沙
漠

悠
然
去
玉
門

10

［
誓
将
］
将
軍
に
誓
う
。
漢
・
班
固
「
東
都
賦

（

文
選
』

」

『

巻
一
）
に
「
駢
部
曲
、
列
校
隊
、
勒
三
軍
、
誓
将
帥

（
部

。

、

、

、

。
）
」

曲
を
駢
べ

校
隊
を
列
ね

三
軍
を
勒
し

将
帥
に
誓
ふ

な
ら

つ
ら

と
あ
る
。

［

］

。

「

」

絶
沙
漠

砂
漠
を
渡
る

前
稿
に
掲
載
し
た
薛
道
衡

出
塞

二
首
其
二
に
も
「
直
指
夫
人
城
、
絶
漠
三
秋
暮
（
直
ち
に
指

、

）
」

。

す

夫
人
の
城

漠
を
絶
る

三
秋
の
暮
れ

と
あ
っ
た

わ
た

『
後
漢
書
』
西
域
伝
序
に
「
浮
河
絶
漠
、
窮
破
虜
庭

（
河

。

に
浮
か
び
漠
を
絶
り
、
虜
庭
を
窮
破
す

」
と
あ
り
、
李

。
）

わ
た

賢
注
に

沙
土
曰
漠

直
度
曰
絶
也

沙
土
を
漠
と
曰
ひ

直

「

、

。（

、た
だ

ち
に
度
る
を
絶
と
曰
ふ
な
り

」
と
い
う
。

。
）

わ
た

［
悠
然
］
普
通
は
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
様
を
い
う
が
、
前

後
か
ら
考
え
て
、
こ
こ
は
あ
っ
と
い
う
間
に
。
す
ば
や
い
様

を
い
う
。
王
雲
路
『
六
朝
詩
歌
語
詞
研
究

（
黒
龍
江
教
育

』

出
版
社

一
九
九
九
）
に
隋
・
孔
徳
紹
「
王
沢
嶺
遭
洪
水
」

「

、

（

、

詩
の

地
籟
風
声
急

天
津
雲
色
愁

地
籟

風
声

急
に

）
」

「
『

』

、

天
津

雲
色

愁
ふ

を
引
い
た
上
で

悠
然

猶

倏

忽

し
ゅ
く
こ
つ

迅
速
的
様
子

」
と
す
る
。

。

［
玉
門
］
関
所
の
名
。
甘
粛
省
敦
煌
の
南
西
に
あ
っ
た

『
史

。

記
』
大
宛
列
伝
に
「
於
是
酒
泉
列
亭
鄣
至
玉
門
矣

（
是
に

。

於
い
て
酒
泉
よ
り
列
亭
鄣
を
列
ね
て
玉
門
に
至
る

」
と

。
）

つ
ら

あ
り

『
集
解
』
に
「
韋
昭
曰

『
玉
門
関
、
在
龍
勒
界

。

、

、

』

（

、
『

、

』
。
）
」

。

韋
昭

曰
く

玉
門
関

龍
勒
の
界
に
在
り

と

詩
で
は
梁
・
虞
羲
「
詠
霍
将
軍
北
伐
詩

（

文
選
』
巻
二

」

『

十
一
）
に
「
玉
門
罷
斥
候
、
甲
第
始
修
営
（
玉
門

斥
候
を

罷
め
、
甲
第

始
め
て
修
営
す

」
と
見
え
る
の
が
早
い
よ

）
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う
で
あ
る
。
詩
で
は
「
玉
関
」
と
も
。
こ
ち
ら
も
梁
の
頃
か

ら
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

軽
齎
不
遑
舎

驚
策
騖
戎
軒

11

12

［

］

。
『

』

「

、

軽
齎

携
帯
用
の
食
糧

漢
書

霍
去
病
伝
に

約
軽
齎

絶
大
幕

（
軽
齎
を
約
し
、
大
幕
を
絶
る

」
と
あ
り
、
顔

。

。
）

「

、

、

。

師
古
注
に

軽
齎
者

不
以
輜
重
自
随

而
所
齎
糧
食
少
也

一
曰
齎
字
与
資
同
、
謂
資
装
也

（
軽
齎
は
、
輜

重

を
以

。

し

ち
ょ
う

て
自
ら
随
は
し
め
ず
、
而
も

齎

す
所
の
糧
食

少
な
き
な

も
た
ら

り
。
一
に
曰
く

齎
字

資
と
同
じ
、
装
に
資
す
る
を
謂
ふ

な
り
、
と

」
と
あ
る
。
六
朝
詩
で
は
他
の
用
例
は
見
当

。
）

た
ら
な
い
。

［
不
遑
舎
］
捨
て
る
暇
が
な
い

「
舎

、
捨
に
通
じ
る
。

。

」

［
驚
策
］
サ
ッ
と
振
り
上
げ
ら
れ
た
ム
チ

「
驚

、
す
ば
や

。

」

く
動
く
こ
と
、
ま
た
動
か
す
こ
と

「
策

、
馬
を
走
ら
せ

。

」

る
た
め
の
竹
製
の
ム
チ
。
六
朝
詩
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、

「

」

「

、

。

晋
・
潘
尼

釣
賦

に

曜
霊
未
及
驚
策

蓋
已
獲
其
数
十

（
曜
霊
も
未
だ
策
を
驚
か
す
に
及
ば
ざ
る
に
、
蓋
し
已
に
其

の
数
十
を
獲
し
な
ら
ん

」
と
見
え
る
。

。
）

［

］

。「

」

。

騖
戎
軒

兵
車
を
疾
走
さ
せ
る

騖

は
速
く
走
ら
せ
る

ぶ

「
戎
軒
」
は
戦
車
、
兵
車
。
晋
・
陸
機
「
漢
高
祖
功
臣
頌
」

（

文
選
』
巻
四
十
七
）
に
「
戎
軒
肇
迹
、
荷
策
来
附

（
戎

『

。

軒
は
迹
を
肇
め
、
策
を
荷
ひ
て
来
た
り
附
く

」
と
あ
り
、

。
）

あ
と

は
じ

む
ち

に
な

「

」

「

、

梁
・
王
筠

侍
宴
餞
臨
川
王
北
伐
応
詔

詩
に

周
騖
戎
車

漢
馳
羽
檄
（
周
は
戎
車
を
騖
せ
、
漢
は
羽
檄
を
馳
せ
り

」
）

は

と
。

懍
懍
辺
風
急

蕭
蕭
征
馬
煩

13

14

［

］

。

「

」

懍
懍

風
が
冷
た
く
厳
し
い
様
を
い
う

晋
・
陸
機

文
賦

（

文
選
』
巻
十
七
）
に
「
心
懍
懍
以
懐
霜
、
志
眇
眇
而
臨

『
雲

（
心

懍
懍
と
し
て
以
て
霜
を
懐
き
、
志

眇
眇
と
し

。

い
だ

て
雲
に
臨
む

と
あ
り

李
善
注
に

説
文

曰

懍

。
）
」

、

「
『

』

、
『

仌

懍
、
寒
也

」
と
い
う

『
説
文
解
字
』
十
一
篇
下
・

』
。

。

ひ
ょ
う

部
に
「

、
寒
也

」
と
あ
り
、
段
注
に
「
俗
字
作
懍
懍
」

癛

。

と
。

［
辺
風
］
辺
地
に
吹
き
渡
る
風
。
宋
・
鮑
照
「
蕪
城
賦

（

文

」
『

選
』
巻
十
一
）
に
「
辺
風
急
兮
城
上
寒
、
井
逕
滅
兮
丘
隴
残

（
辺
風

急
に
し
て

城
上

寒
く
、
井
逕

滅
び
て

丘

せ
い
け
い

隴

残
な
は
る

」
と
あ
る
。

）

そ
こ

［
蕭
蕭
］
馬
の
嘶
く
声

『
詩
経
』
小
雅
・
車
攻
に
「
蕭
蕭
馬

。

鳴
、
悠
悠
旆
旌
（
蕭
蕭
と
し
て

馬

鳴

き
、
悠
悠
た
る

い
な
な

旆
旌

。
）
」

は
い
せ
い

［
征
馬
煩
］
遠
く
出
征
し
た
馬
が
疲
れ
果
て
る

「
征
馬
」
は

。

軍
馬
、
ま
た
遠
く
ま
で
旅
を
し
た
馬
。
梁
・
江
淹
「
征
怨
」

詩
に
「
何
日
辺
塵
浄
、
庭
前
征
馬
還
（
何
れ
の
日
か

辺
塵

浄
く

庭
前
に

征
馬

還
ら
ん

と
あ
り

三
国
魏
・

、

）
」

、

き
よ

か
へ

曹
植
「
洛
神
賦

（

文
選
』
巻
十
九
）
に
「
日
既
西
傾
、

」

『

車
殆
馬
煩

（
日

既
に
西
に
傾
き
、
車
は

殆

く

馬
は
煩

。

あ
や
ふ

つ
か

る

」
と
。

。
）

雪
暗
天
山
道

氷
塞
交
河
源

15

16

［
雪
暗
］
雪
が
降
り
し
き
り
前
が
見
え
な
く
な
る
。
陳
・
江
暉

- 99 -

「
雨
雪
曲
」
に
「
風
哀
笳
弄
断
、
雪
暗
馬
行
遅
（
風

哀
し

く
し
て

笳

弄
断
し
、
雪

暗
く
し
て

馬

行
く
こ
と

遅
し

」
と
。

）

［

］

。『

』

天
山

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
を
走
る
山
脈
の
名

漢
書

武
帝
紀
に
「

天
漢
二
年
）
夏
五
月
、
貳
師
将
軍
三
万
騎
出

（

酒
泉
、
与
右
賢
王
戦
於
天
山

（
夏
五
月
、
貳
師
将
軍
の
三

。

万
騎

酒
泉
を
出
で
、
右
賢
王
と
天
山
に
戦
ふ

」
と
あ

。
）

り
、
顔
師
古
注
に
「
晋
灼
曰

『
在
西
域
、
近
蒲
類
国
、
去

、

長
安
八
千
余
里

。
師
古
曰

『
即
祁
連
山
也
。
匈
奴
謂
天

』

、

為
祁
連
。
…
…
。
今
鮮
卑
語
尚
然

（
晋
灼

曰
く

『
西

』
。

、

、

、

』

域
に
在
り

蒲
類
国
に
近
く

長
安
を
去
る
こ
と
八
千
余
里

と
。
師
古

曰
く

『
即
ち
祁
連
山
な
り
。
匈
奴

天
を
謂

、

ひ
て
祁
連
と
為
す
。
…
…
。
今
の
鮮
卑
語

尚
ほ
然
り
』

と

」
と
い
う
が

『
補
注
』
は
「
斉
召
南
曰

『
案
、
晋

。
）

、

、

灼
説
是
、
師
古
説
非
也
。
此
天
山
即
白
山

（
斉
召
南

』
。

曰
く

『
案
ず
る
に
、
晋
灼
の
説

是
に
し
て
、
師
古
の
説

、
非
な
り
。
此
の
天
山
は
即
ち
白
山
な
り
』
と

」
と
す

。
）

る
。

［
氷
塞
］
川
が
凍
っ
て
水
が
流
れ
な
く
な
る
。
宋
・
鮑
照
「
舞

」（
『

』

）

「

、

。
」

鶴
賦

文
選

巻
十
七

に

氷
塞
長
河

雪
満
群
山

と
。

［
交
河
］
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
吐
魯
番
（
ト
ル
フ
ァ
ン
）
市

の
西
、
約
一
〇
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
交
河
城
を
め
ぐ
る

川
の
名

『
漢
書
』
西
域
伝
下
に
「
車
師
前
国
、
王
治
交
河

。

城
。
河
水
分
流
繞
城
下
、
故
号
交
河

（
車
師
前
国
、
王
の

。

治

交
河
城
。
河
水

分
流
し
て
城
下
を
繞
り
、
故
に
交
河

と
号
す

。
梁
・
范
雲
「
効
古
」
詩
（

文
選
』
巻
三
十

。
）
」

『

一
）
に
「
風
断
陰
山
樹
、
霧
失
交
河
城
（
風
は
断
つ

陰
山

の
樹
、
霧
に
失
ふ

交
河
の
城

」
と
。

）

霧
烽
黯
無
色

霜
旗
凍
不
翻

17

18

［
霧
烽
］
霧
に
見
え
隠
れ
す
る
烽
火
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例

は
見
当
た
ら
な
い
。

［
黯
無
色
］
辺
り
が
暗
く
な
り
色
彩
が
失
わ
れ
る

「
黯
」
は

。

暗
い
の
意
。
梁
・
江
淹
「
応
謝
主
簿
騒
体
」
に
「
芝
原
寂
少

色
、
筠
庭
黯
無
光
（
芝
原

寂
と
し
て

色
を
少
き
、
筠
庭

し

げ
ん

か

い
ん
て
い

黯
く
し
て

光
無
し

」
と
。

）

く
ら

［
霜
旗
］
霜
が
降
り
た
軍
旗
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当

た
ら
な
い
。

［
凍
不
翻
」
旗
が
凍
り
付
い
て
翻
ら
な
い
。
陳
・
江
総
「
驄
馬

駆
」
に
「
白
登
囲
転
急
、
黄
河
凍
不
乾
（
白
登

囲
み

転う
た

た
急
に
、
黄
河

凍
り
て
乾
か
ず

」
と
。

）

耿
介
倚
長
剣

日
落
風
塵
昏

19

20

［

］

。

。

。

耿
介

志
操
堅
固
な
様

双
声

こ
こ
は
勇
武
の
人
を
い
う

梁
・
徐
悱
「
古
意
酬
到
長
史

登
琅
邪
城
」
詩
（

文
選
』

溉

『

巻
二
十
二
）
に
「
少
年
負
壮
気
、
耿
介
立
衝
冠
（
少
年

壮

気
を
負
み
、
耿
介
と
し
て

立
ち
て
冠
を
衝
か
ん
と
す

」
）

た
の

つ

と
あ
り

李
善
注
は

韓
子

曰

耿
介
之
士

と
五
蠹

、

「
『

』

、『

』
。
」

ご

と

篇
の
語
を
引
く
。

倚
長
剣

長
い
剣
を
頼
り
に
す
っ
く
と
立
つ

梁
・
江
淹

雑

［

］

。

「

体
詩
」
三
十
首
（

文
選
』
巻
三
十
一

「
鮑
参
軍
昭
戎
行
」

『

）
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に

息
徒
税
征
駕

倚
剣
臨
八
荒

徒
を
息
は
し
て
征
駕
を
税

「

、

（

い
こ

お
ろ

し
、
剣
に
倚
り
て
八
荒
に
臨
む

」
と
あ
り
、
李
善
注
は
宋

）

玉
「
大
言
賦
」
に
「
方
地
為
輿
、
員
天
為
蓋
、
長
剣
耿
介
、

倚
天
之
外

（
方
地
を
輿
と
為
し
、
員
天
を
蓋
と
為
し
、
長

。

ゑ
ん
て
ん

、

。
）
」
（
『

』

「

」

剣

耿
介

天
の
外
に
倚
る

古
文
苑

巻
二

員

作
「
圓

「
耿
介
」
作
「
耿
耿

）
と
あ
る
の
を
引
く
。

」
、

」
。

［
風
塵
昏
］
風
に
舞
い
上
が
る
砂
埃
の
た
め
に
辺
り
が
更
に
暗

く
な
る
。
宋
・
南
平
王
劉
鑠
「
代
収
涙
就
長
路
」
詩
に
「
黄

塵
昏
白
日
、
悲
風
起
浮
雲
（
黄
塵
に
白
日
昏
く
、
悲
風
に
浮

く
ら

雲
起
こ
る

」
と
。

）

【
附
】
隋
・
楊
素
「
出
塞
」
二
首
其
二

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
漢
虜
未
和
親

漢
と
虜
と

未
だ
和
親
せ
ず

２
憂
国
不
憂
身

国
を
憂
ひ
て
身
を
憂
へ
ず

３
握
手
河
梁
上

手
を
河
梁
の
上
に
握
り

４
窮
涯
北
海
浜

涯
を
北
海
の
浜
に
窮
む

は
て

５
拠
鞍
独
懐
古

鞍
に
拠
り
て
独
り
懐
古
し

６
慷
慨
感
良
臣

慷
慨
し
て
良
臣
に
感
ず

７
歴
覧
多
旧
迹

歴
覧
す
れ
ば

旧
迹
多
く

８
風
日
惨
愁
人

風
日

愁
人
惨
ま
し

い
た

９
荒
塞
空
千
里

荒
塞

千
里
空
し
く

孤
城
絶
四
隣

孤
城

四
隣
に
絶
す

10
樹
寒
偏
易
古

樹

寒
た
く
し
て

偏

に
古
へ
に
易
ふ

つ
め

ひ
と
へ

か

11
草
衰
恒
不
春

草

衰
ふ
る
も

恒
に
春
な
ら
ず

12
交
河
明
月
夜

交
河

明
月
の
夜

13

陰
山
苦
霧
辰

陰
山

苦
霧
の

辰
あ
し
た

14
雁
飛
南
入
漢

雁

飛
ん
で

南
の
か
た
漢
に
入
り

15
水
流
西
咽
秦

水

流
れ
て

西
の
か
た
秦
に
咽
ぶ

16
風
霜
久
行
役

風
霜

行
役
を
久
し
く
し

17
河
朔
備
艱
辛

河
朔

艱
辛
に
備
ふ

18
薄
暮
辺
声
起

薄
暮

辺
声

起
こ
り

19
空
飛
胡
騎
塵

空
し
く
飛
ぶ

胡
騎
の
塵

20【
日
本
語
訳
】

１
漢
と
遊
牧
民
族
と
は
ま
だ
友
好
関
係
に
な
い
の
で

２
我
が
身
を
憂
慮
す
る
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
国
の
こ
と
が
心

配
で
な
ら
な
い

３
川
に
架
か
る
橋
の
上
で
互
い
に
手
を
取
っ
て
別
れ
を
告
げ

４
最
北
の
海
辺
ま
で
行
っ
て
世
界
の
果
て
を
窮
め
た

５
馬
に
跨
が
り
ひ
と
り
き
り
昔
の
人
び
と
に
思
い
を
馳
せ
て
は

６
古
い
時
代
の
忠
良
の
臣
下
に
感
動
し
て
溜
め
息
を
つ
い
た

７
あ
ち
こ
ち
を
見
て
回
れ
ば
歴
史
的
な
遺
跡
が
数
多
く

８
彼
の
地
の
気
候
が
心
に
愁
い
を
抱
い
た
人
を
傷
付
け
る

９
辺
境
の
荒
れ
た
砦
の
周
囲
千
里
に
は
人
の
気
配
も
な
く

孤
立
し
た
砦
は
四
方
の
近
場
に
住
ま
う
人
も
い
な
い

10
樹
々
は
寒
さ
に
葉
を
落
と
し
た
が
、
や
が
て
意
外
に
も
新
し

11
い
葉
と
入
れ
代
わ
る
の
だ
ろ
う
が

草
は
枯
れ
萎
れ
て
、
永
遠
に
生
気
を
取
り
戻
す
こ
と
は
な
い

12
交
河
の
あ
た
り
で
は
月
が
明
る
い
夜
を
過
ご
し

13
陰
山
の
あ
た
り
で
は
苦
し
い
ほ
ど
の
霧
の
朝
を
迎
え
た

14
雁
は
南
に
飛
ん
で
漢
の
地
へ
入
り
込
ん
で
行
き

15
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川
は
流
れ
て
西
方
の
秦
の
地
で
咽
び
泣
く
よ
う
な
音
を
た
て

16
て
い
た

風
に
吹
か
れ
霜
に
打
た
れ
る
厳
し
い
兵
役
が
長
く
続
き

17
黄
河
の
北
で
困
難
に
備
え
た

18
夕
暮
れ
迫
る
頃
、
胡
笳
の
音
や
軍
馬
の
嘶
き
が
聞
こ
え

19
遊
牧
民
族
の
騎
馬
が
い
た
ず
ら
に
砂
塵
を
巻
き
上
げ
る
の
だ

20【
校
勘
】

『

』

。

『

』

。

○

楽
府
詩
集

不
収
本
篇

今
拠

古
詩
紀

巻
百
三
十
一

『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
七
。

異
同
無
し
。

【
押
韻
】

「

」「

」「

」「

」「

」「

」「

」「

」「

」「

」
、

親

身

浜

臣

人

隣

辰

秦

辛

塵

上
平
十
七
真
韻

「
春

、
上
平
十
八
諄
韻
。
真
・
諄
同
用
。

。

」

【
作
者
】

？
～
六
〇
六
。
隋
の
政
治
家
、
軍
人
で
あ
り
、
文
章
に
も
優

れ
て
い
た
。
楊
堅
（
隋
の
文
帝
）
を
助
け
て
隋
の
建
国
に
貢
献

し
、
晋
王
広
（
後
、
煬
帝
）
と
と
も
に
南
朝
陳
の
討
伐
に
活
躍

し
た
。
上
柱
国
・
御
史
大
夫
な
ど
を
歴
任
し
、
尚
書
右
僕
射
に

上
る
と
政
権
を
掌
握
す
る
に
至
り
、
皇
太
子
勇
を
廃
し
次
男
で

あ
る
広
を
擁
立
し
た
。
し
か
し
、
即
位
後
の
煬
帝
に
遠
ざ
け
ら

れ
、
失
意
の
内
に
死
ん
だ
。

【
語
釈
】

１
漢
虜
未
和
親

２
憂
国
不
憂
身

［
漢
虜
］
漢
と
西
北
部
の
遊
牧
民
族
。
一
句
、
宋
・
鮑
照
「
擬

古
」
詩
三
首
（

文
選
』
巻
三
十
一
）
其
一
に
「
漢
虜
方
未

『

和
、
辺
城
屢
翻
覆
（
漢
虜

方
に
未
だ
和
せ
ず
、
辺
城

屢

し
ば
翻
覆
す

」
を
踏
ま
え
る
。

）

［
和
親
］
仲
良
く
す
る

『
史
記
』
匈
奴
列
伝
に
「
高
后
欲
撃

。

之
。
諸
将
曰

『
以
高
帝
賢
武
、
然
尚
困
於
平
城

。
於
是

、

』

高
后
乃
止
、
復
与
匈
奴
和
親

（
高
后

之
れ
を
撃
た
ん
と

。

欲
す
。
諸
将

曰
く

『
高
帝
の
賢
武
を
以
て
し
て
、
然
れ

、

ど
も
尚
ほ
平
城
に
困
し
め
り
』
と
。
是
に
於
い
て
高
后

乃

く
る

ち
止
め
、
復
た
匈
奴
と
和
親
す

」
と
。

。
）

［
憂
国
］
国
の
こ
と
を
憂
慮
す
る
。
三
国
魏
・
曹
植
「
求
自
試

表

（

文
選
』
巻
三
十
七
）
に
「
昔
漢
武
為
霍
去
病
治
第
、

」
『

辞
曰

『
匈
奴
未
滅
、
臣
無
以
家
為

。
固
夫
憂
国
忘
家
、

、

』

捐
軀
済
難
、
忠
臣
之
志
也

（
昔

漢
武

霍
去
病
の
為
に

。

第
を
治
む
。
辞
し
て
曰
く

『
匈
奴

未
だ
滅
び
ず
、
臣

、

家
を
以
て
為
す
無
し
』
と
。
固
よ
り
夫
れ
国
を
憂
へ
て
家
を

忘
れ
、
軀
を
捐
て
て
難
を
済
ふ
は
、
忠
臣
の
志
な
り

」
。
）

み

す

す
く

と
あ
る
。

［
憂
身
］
自
分
自
身
の
こ
と
を
心
配
す
る
。
六
朝
詩
に
は
他
の

用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

３
握
手
河
梁
上

４
窮
涯
北
海
浜

［
握
手
］
親
愛
の
情
を
込
め
て
手
を
握
る
。
一
句
、
次
に
引
く

李
陵
「
与
蘇
武
」
詩
を
踏
ま
え
る
。
漢
・
蘇
武
「
詩
」
四
首

（

文
選
』
巻
二
十
九
）
其
三
に
「
握
手
一
長
歎
、
涙
為
生

『



- 102 -

別
滋
（
手
を
握
り
て
一
た
び
長
歎
す
れ
ば
、
涙

生
別
の
為

に
滋
し

」
と
あ
り
、
李
善
注
は
「
繆
賢
曰

『
燕
王
私
握

）

、

臣
手

（
繆
賢

曰
く

『
燕
王

私
か
に
臣
の
手
を
握

』
。

、

ぼ
く

け
ん

ひ
そ

る

」
と
『
史
記
』
廉
頗
藺
相
如
列
伝
の
文
を
引
く
。

』
。
）

河
梁
上

川
に
架
か
る
橋
の
上

李
陵

与
蘇
武

詩

文

［

］

。

「

」

（
『

選
』
巻
二
十
九
）
三
首
其
三
に
「
携
手
上
河
梁
、
遊
子
暮
何

之
（
手
を
携
へ
て
河
梁
に
上
る
、
遊
子

暮
れ
に
何
く
に
か

い
づ

之
く

。
）
」

ゆ

［
窮
涯
］
水
際
ま
で
行
く
。
地
の
果
て
ま
で
行
き
着
く
。
梁
・

任
昉
「

王
文
憲
集
』
序

（

文
選
』
巻
四
十
六
）
に
「
窮

『

」
『

涯
而
反
、
盈
量
知
帰

（
涯
を
窮
め
て
反
り
、
量
に
盈
ち
て

。

は
て

か
へ

み

帰
る
を
知
る

」
と
あ
り
、
李
善
注
は
『
荘
子
』
山
木
に

。
）

「
市
南
子
曰

『
君
其
渉
於
江
、
而
浮
於
海
、
望
之
而
不
見

、

其
崖
、
愈
往
而
不
知
其
所
窮
。
送
君
者
皆
自
崖
而
反

（
市

』
。

南
子

曰
く

『
君

其
れ
江
を
り
て
、
海
に
浮
か
べ
ば
、

、

之
れ
を
望
み
て
其
の
崖
を
見
ず
、
愈
い
よ
往
き
て
其
の
窮
ま

る
所
を
知
ら
ざ
ら
ん
。
君
を
送
る
者

皆
な
崖
よ
り
し
て
反か

へ

ら
ん
』
と

」
と
あ
る
の
を
引
く
。

。
）

［
北
海
浜
］
北
方
の
僻
遠
の
地

『
孟
子
』
離
婁
上
に
「
孟
子

。

曰

『
伯
夷
辟
紂
居
北
海
之
浜

（
孟
子

曰
く

『
伯
夷

、

』
。

、

紂
を
辟
け
て
北
海
の
浜
に
居
る
』
と

」
と
見
え
る
。

。
）

さ

５
拠
鞍
独
懐
古

６
慷
慨
感
良
臣

［
拠
鞍
］
馬
の
鞍
に
跨
が
る
。
転
じ
て
戦
闘
に
耐
え
る
能
力
を

い
う

『
後
漢
書
』
馬
援
伝
に
「
二
十
四
年
、
武
威
将
軍
劉

。

尚
撃
武
陵
五
渓
蛮
夷
、
深
入
、
軍
没
、
援
因
復
請
行
。
時
年

六
十
二
、
帝
愍
其
老
、
未
許
之
。
援
自
請
曰

『
臣
尚
能
被

、

甲
上
馬

。
帝
令
試
之
。
援
拠
鞍
顧
眄
、
以
示
可
用
。
帝
笑

』

曰

『
矍
鑠
哉
是
翁
也

（
二
十
四
年
、
武
威
将
軍
劉
尚

、

』
。

武
陵
五
渓
の
蛮
夷
を
撃
ち
、
深
く
入
り
て
、
軍

没
し
、
援

因
り
て
復
た
行
か
ん
こ
と
を
請
ふ
。
時
に
年

六
十
二
、

帝

其
の
老
い
た
る
を
愍
れ
み
、
未
だ
之
れ
を
許
さ
ず
。
援

あ
は

自
ら
請
ひ
て
曰
く

『
臣

尚
ほ
能
く
甲
を
被
り
馬
に
上

、

る
』
と
。
帝

之
れ
を
試
み
し
む
。
援

鞍
に
拠
り
て
顧
眄

こ

べ
ん

し

以
て
用
ふ
べ
き
を
示
す

帝

笑
ひ
て
曰
く

矍

鑠

、

。

、『
く
ゎ
く
し
ゃ
く

た
る
か
な

是
の
翁
や
』
と

」
と
あ
る
の
に
拠
る
。

。
）

［
懐
古
］
古
い
時
代
の
人
や
事
物
を
思
い
起
こ
す
。
後
漢
・
張

衡
「
東
京
賦

（

文
選
』
巻
三
）
に
「
望
先
帝
之
旧
墟
、

」

『

慨
長
思
而
懐
古

（
先
帝
の
旧
墟
を
望
み
、
慨
し
て
長
く
思

。

ひ
て
古
へ
を
懐
ふ

」
と
見
え
、
詩
で
は
晋
・
陸
機
「
呉

。
）

王
郎
中
時
従
梁
陳
作
（
呉
王
の
郎
中
た
り
し
時

梁
陳
に
従

」

（
『

』

）

「

、

ひ
て
作
る

詩

文
選

巻
二
十
六

に

感
物
多
遠
念

慷
慨
懐
古
人
（
物
に
感
じ
て
は
遠
念
多
く
、
慷
慨
し
て
古
人

を
懐
ふ

」
と
あ
る
。

）

慷
慨

心
に
深
く
感
じ
て
嘆
息
す
る

双
声

晋
・
陸
機

門

［

］

。

。

「

有
車
馬
客
行

（

文
選
』
巻
二
十
八
）
に
「
慷
慨
惟
平
生
、

」
『

俛
仰
独
悲
傷
（
慷
慨
し
て
平
生
を
惟
ひ
、
俛

仰

し
て
独
り

お
も

ふ

ぎ
ゃ
う

悲
傷
す

」
と
。

）

７
歴
覧
多
旧
迹

８
風
日
惨
愁
人

［
歴
覧
］
ひ
と
つ
ひ
と
つ
見
て
回
る
。
漢
・
司
馬
相
如
「
長
門

賦

（

文
選
』
巻
十
六
）
に
「
貫
歴
覧
其
中
操
兮
、
意
慷

」

『
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慨
而
自
卬

（
貫
き
て
歴
覧
す
る
に
其
れ
中
操
な
り
、
意
は

。

慷
慨
し
て
自
ら
卬
る

」
と
あ
り
、
晋
・
陶
潜
「
癸
卯
歳

。
）

あ
が

十
二
月
中
作
与
従
弟
敬
遠
」
詩
に
「
歴
覧
千
載
書
、
時
時
見

（

、

）
」

遺
烈

千
載
の
書
を
歴
覧
す
れ
ば

時
時

遺
烈
を
見
る

と
。

［
旧
迹
］
歴
史
的
な
出
来
事
が
あ
っ
た
場
所

「
旧
跡

「
旧

。

」

蹟
」
と
も

『
後
漢
書
』
隗
囂
伝
に
「
今
天
水
完
富
、
士
馬

。

最
強
、
北
収
西
河
・
上
郡
、
東
収
三
輔
之
地
、
案
秦
旧
跡
、

表
裏
河
山

（
今

天
水
は
完
富
に
し
て
、
士
馬

最
も
強

。

く
、
北
の
か
た
西
河
・
上
郡
を
収
め
、
東
の
か
た
三
輔
の
地

を
収
め
、
秦
の
旧
跡
を
案
じ
て
、
河
山
を
表
裏
に
す

」
。
）

と
見
え
る
。
ま
た
、
隋
・
陰
鏗
「
登
武
昌
岸
望
」
詩
に
「
遊

人
試
歴
覧
、
旧
跡
已
丘
墟
（
遊
人

試
み
に
歴
覧
す
れ
ば
、

旧
跡

已
に
丘
墟
な
り

」
と
あ
る
。

）

［
風
日
］
風
と
日
の
光
。
転
じ
て
天
候
、
気
候
を
い
う
。
斉
・

王
融
「
雑
体
、
報
范
通
直
」
詩
に
「
紫
庭
風
日
好
、
青
槐
枝

（

、

）
」

葉
新

紫
庭

風
日

好
く

青
槐

枝
葉

新
た
な
り

と
あ
る
。

［
惨
］
心
を
痛
め
る
。

［
愁
人
］
心
に
憂
愁
を
抱
え
る
人
。
晋
・
傅
玄
「
雑
詩

（

文

」
『

選
』
巻
二
十
九
）
に
「
志
士
は
日
の
短
き
を
惜
し
み
、
愁
人

は
夜
の
長
き
を
知
る

」
と
あ
る
。

）

９
荒
塞
空
千
里

孤
城
絶
四
隣

10

［
荒
塞
］
荒
れ
果
て
た
砦
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た

ら
な
い
が

『
魏
書
』
張
普
恵
伝
に
「
興
師
郊
甸
之
内
、
遠

、

投
荒
塞
之
外

（
師
を
郊
甸
の
内
に
興
し
、
遠
く
荒
塞
の
外

。

に
投
ず

」
と
見
え
る
。

。
）

［

］

。

「

」

孤
城

辺
境
の
孤
立
し
た
砦

北
周
・
庾
信

経
陳
思
王
墓

「

、

（

、

詩
に

枯
桑
落
古
社

寒
鳥
帰
孤
城

枯
桑

古
社
に
落
ち

寒
鳥

孤
城
に
帰
る

。
）
」

［
絶
四
隣
］
周
辺
に
住
ま
う
人
々
も
い
な
い

「
絶
」
は
い
な

。

く
な
る

「
四
隣
」
は
四
方
の
近
所
。
梁
・
朱
超
「
舟
中
望

。

月
」
詩
に
「
大
江
闊
千
里
、
孤
舟
無
四
隣
（
大
江

闊
き
こ

ひ
ろ

と
千
里
、
孤
舟

四
隣
無
し

」
と
見
え
る
。

）

樹
寒
偏
易
古

草
衰
恒
不
春

11

12

［
樹
寒
］
寒
さ
の
た
め
に
木
々
の
葉
が
落
ち
て
貧
相
に
な
る
。

庾
信
「
従
駕
観
講
武
」
詩
に
「
樹
寒
条
更
直
、
山
枯
菊
転
芳

（
樹

寒
く
し
て

条

更
に
直
く
、
山

枯
れ
て

菊

え
だ

な
ほ

転
た

芳

し

」
と
あ
る
。

）

う
た

か
う
ば

［
偏
］
思
い
の
外
。

［
易
古
］
古
い
も
の
を
廃
し
て
新
し
い
も
の
と
交
替
さ
せ
る
。

『
史
記
』
趙
世
家
に
「
変
古
之
教
、
易
古
人
道

（
古
へ
の

。

教
へ
を
変
へ
、
古
人
の
道
を
易
ふ

」
と
見
え
る
。
こ
こ

。
）

か

は
古
い
葉
が
散
っ
て
新
し
い
葉
と
入
れ
代
わ
る
こ
と
。

［
草
衰
］
草
が
萎
れ
枯
れ
る
。
李
陵
「
答
蘇
武
書

（

文
選
』

」
『

巻
四
十
一
）
に
「
涼
秋
九
月
、
塞
外
草
衰

（
涼
秋
九
月
、

。

塞
外

草

衰
ふ

」
と
あ
る
の
に
拠
る
だ
ろ
う
。

。
）

［
不
春
］
生
気
が
み
な
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
六
朝
詩
に
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
用
法
。
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交
河
明
月
夜

陰
山
苦
霧
辰

13

14

［
交
河
］
前
詩
第

句
語
釈
参
照
。

16

［
明
月
夜
］
明
る
い
満
月
の
夜
。
閨
怨
詩
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
。
斉
・
陸
厥
「
李
夫
人
及
貴
人
歌

（

玉
台
』
巻
九
）

」

『

に
「
洞
房
明
月
夜
、
対
此
涙
如
珠
（
洞
房

明
月
の
夜
、
此

れ
に
対
せ
ば

涙

珠
の
如
し

」
と
。

）

［
陰
山
］
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
あ
る
大
山
脈
の
名
。
漢
代
、

匈
奴
防
衛
の
要
処
だ
っ
た
。
晋
・
陸
機
「
飲
馬
長
城
窟
行
」

（

文
選
』
巻
二
十
八
）
に
「
駆
馬
陟
陰
山
、
山
高
馬
不
前

『
（
馬
を
駆
り
て
陰
山
に
陟
ら
ん
と
す
る
も
、
山

高
く
し
て

馬

前
ま
ず

」
と
あ
り
、
李
善
注
は
「
侯
応
上
書
曰
、

）

す
す

『
臣
聞
北
辺
塞
有
陰
山

（
侯
応

上
書
し
て
曰
く

『
臣

』
。

、

聞
く

北
辺
の
塞
に
陰
山
有
り
』
と

」
と
『
漢
書
』

。
）

匈
奴
伝
下
の
文
を
引
く

右
に
も
引
い
た
が

梁
・
范
雲

効

。

、

「

古
」
詩
（

文
選
』
巻
三
十
一
）
に
「
風
断
陰
山
樹
、
霧
失

『

交
河
城
（
風
は
断
つ

陰
山
の
樹
、
霧
に
失
ふ

交
河
の

城

」
と
見
え
る
。

）

苦
霧

生
き
物
を
苦
し
め
る
ほ
ど
の
濃
い
霧

宋
・
鮑
照

舞

［

」

。

「

鶴
賦

（

文
選
』
巻
十
四
）
に
「
厳
厳
苦
霧
、
皎
皎
悲
泉
。

」
『

（
厳
厳
た
る
苦
霧
、
皎
皎
た
る
悲
泉

」
と
あ
り
、
李
周

。
）

か
う
か
う

翰
注
に
「
寒
霧
殺
物
、
故
云
苦
也

（
寒
霧

物
を
殺
す
、

。

故
に
苦
と
云
ふ
な
り

」
と
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
鮑
照

。
）

「
詠
双
燕
」
詩
二
首
其
二
に
「
陰
山
饒
苦
霧
、
危
節
多
勁
威

（
陰
山

苦
霧
饒
く
、
危
節

勁
威
多
し

」
と

「
危
節
」

）

。

お
ほ

は
「
殺
節

、
寒
い
時
期
。

」

雁
飛
南
入
漢

水
流
西
咽
秦

15

16

［

］

、

。

雁
飛

秋

雁
が
北
方
の
辺
境
の
地
か
ら
南
に
飛
ん
で
い
く

『

』（

）

佐
藤
保

漢
詩
の
イ
メ
ー
ジ

大
修
館
書
店

一
九
九
二

に
「
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
北
か
ら
飛
ん
で
来
て
、
過
ぎ
ゆ
く

春
と
と
も
に
北
に
帰
っ
て
行
く
雁
は
、
中
国
の
渡
り
鳥
の
代

。

、

表
で
あ
る

雁
と
ま
っ
た
く
逆
の
動
き
を
す
る
燕
と
と
も
に

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
人
々
に
知
ら
せ
る
候
鳥
―
時
候
の
変

化
と
と
も
に
移
り
動
く
鳥
―
で
あ
る

と
あ
る

三
国
魏
・

。
」

。

曹
植
「
雑
詩
」
六
首
（

文
選
』
巻
二
十
九
）
其
一
に
「
孤

『

雁
飛
南
遊
、
過
庭
長
哀
吟
（
孤
雁

飛
び
て
南
に
遊
ば
ん
と

し
、
庭
を
過
り
て
長
く
哀
吟
す

」
と
。

）

よ
ぎ

［
南
入
漢
］
漢
の
蘇
武
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
佐
藤
保
前
掲
書

に
「
し
か
し
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
雁
の
最
も
重
要
な
、
そ

し
て
最
も
人
び
と
に
親
し
ま
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
た
よ
り
を

運
ぶ
鳥
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う
。
イ
メ
ー
ジ
を
つ
く
る

も
と
に
な
っ
た
故
事
は

『
漢
書
』
蘇
武
伝
に
見
え
る
蘇
武

、

の
事
跡
に
も
と
づ
く
。
―
前
漢
の
時
期
に
漢
の
使
者
と
し
て

、

、

匈
奴
に
赴
い
た
蘇
武
は

そ
の
ま
ま
匈
奴
の
地
に
抑
留
さ
れ

遠
く
北
海
（
バ
イ
カ
ル
湖
）
の
ほ
と
り
で
羊
を
飼
う
仕
事
に

従
事
し
て
い
た
。
そ
の
間
、
漢
は
た
び
た
び
蘇
武
を
か
え
す

よ
う
に
求
め
た
が
、
匈
奴
は
蘇
武
は
す
で
に
死
ん
で
こ
の
世

に
い
な
い
と
答
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
ま
た
ま
天
子
の
御
苑

の
上
林
苑
に
飛
ん
で
来
た
雁
の
足
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た

手
紙
か
ら
蘇
武
の
生
存
が
確
認
さ
れ
、
蘇
武
は
出
国
後
十
九

年
た
っ
て
よ
う
や
く
帰
国
す
る
こ
と
が
で
き
た

」
と
。

。

［
西
咽
秦
］
楽
府
「
隴
頭
水
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
る
。
隴
頭
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か
ら
西
の
秦
（
陝
西
省
）
の
辺
り
に
流
れ
る
川
が
咽
び
泣
く

よ
う
な
水
音
を
立
て
る
。
隴
頭
は
陝
西
省
と
甘
粛
省
と
の
間

に
あ
る
山
の
名
。
隴
坻
、
隴
山
と
も
。
唐
・
杜
佑
『
通
典
』

巻
一
百
七
十
四
に
「
天
水
郡
…
…
有
大
坂
、
名
曰
隴
坻
、
亦

曰
隴
山

（
天
水
郡
…
…
大
坂
有
り
、
名
づ
け
て
隴
坻
と
曰

。

ひ
、
亦
た
隴
山
と
曰
ふ

。
ま
た

『
太
平
御
覧
』
巻
五

。
）
」

、

十
六
に
引
く
「
三
秦
記
」
に
「
其
坂
九
廻
、
不
知
高
幾
里
。

欲
上
者
七
日
乃
越
。
高
処
可
容
百
余
家
、
下
処
数
十
万
戸
。

上
有
清
水
四
注
。
俗
歌
曰

『
隴
頭
流
水
、
鳴
声
幽
咽
。
遥

、

望
秦
川
、
心
肝
断
絶

。
去
長
安
千
里
、
望
秦
川
如
帯
。
又

』

関
中
人
上
隴
者

還
望
故
郷
悲
思

而
歌
則
有
絶
死
者

其

、

、

。（

の
坂

九
廻
し
、
高
き
こ
と
幾
里
な
る
か
を
知
ら
ず
。
上
ら

ん
と
欲
す
る
者

七
日
に
し
て
乃
ち
越
ゆ
。
高
き
処
は
百
余

家
を
容
る
べ
く
、
下
き
処
は
数
十
万
戸
。
上
に
清
水
の
四
も

ひ
く

に
注
ぐ
有
り
。
俗
歌
に
曰
く

『
隴
頭
流
水
、
鳴
声

幽
咽

、

す
。
遥
か
に
秦
川
を
望
め
ば
、
心
肝

断
絶
す
』
と
。
長
安

を
去
る
こ
と
千
里
、
秦
川
を
望
め
ば
帯
の
如
し
。
又
た
関
中

の
人

隴
に
上
れ
ば
、
故
郷
を
還
望
し
て
悲
思
し
、
而
も
歌

へ
ば
則
ち
絶
死
す
る
者
有
り

「
俗
歌

、
逯
欽
立
『
先

。
）
」
。

」

秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
は
晋
詩
に
列
す
。

風
霜
久
行
役

河
朔
備
艱
辛

17

18

［
風
霜
］
吹
き
つ
け
る
風
と
冷
た
い
霜
。
多
く
艱
難
辛
苦
の
比

喩
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
鮑
照
「
代
鳴
雁
行
」
に
「
憔
悴
容

儀
君
不
知
、
辛
苦
風
霜
亦
何
為
（
憔
悴
せ
る
容
儀
も

君

せ
う
す
ゐ

知
ら
ず
、
辛
苦

風
霜
も
亦
た
何
を
か
為
さ
ん

」
と
。

）

［
行
役
］
徴
発
さ
れ
て
遠
方
に
赴
き
、
長
城
の
修
築
や
国
境
の

。

「

」

（
『

』

守
備
に
従
事
す
る
こ
と

漢
・
蘇
武

詩

四
首

文
選

巻
二
十
九
）
其
三
に
「
行
役
在
戦
場
、
相
見
未
有
期
（
行
役

し
て
戦
場
に
在
れ
ば
、
相
い
見
え
ん
こ
と

未
だ
期
有
ら

ま
み

ず

」
と
あ
り
、
李
善
注
は
『
詩
経
』
魏
風
・
陟
岵
の
「
父

）

、

（

、

曰
嗟
予
子

行
役
夙
夜
無
已

父
は
曰
は
ん

嗟

予
が
子

あ
あ

行
役
し
て

夙
夜

已
む
無
け
ん
と

」
を
引
く
。

）

［
河
朔
］
黄
河
以
北
の
地
を
い
う
。
漢
代
、
匈
奴
防
衛
の
最
前

線
だ
っ
た
。
晋
・
潘
岳
「
河
陽
県
作
」
二
首
（

文
選
』
巻

『

二
十
六
）
其
一
に
「
昔
倦
都
邑
游
、
今
掌
河
朔
傜
（
昔
は
倦

、

）
」

、

む

都
邑
の
游
に

今
は

掌

る

河
朔
の
傜

と
あ
り

つ
か
さ
ど

え
う

李
善
注
は
『
尚
書
』
泰
誓
中
に
「
惟
戊
午
、
王
次
于
河
朔
。

（
惟
れ
戊
午
、
王

河
朔
に
次
る

」
と
あ
る
の
を
引
く
。

。
）

や
ど

孔
安
国
伝
に

戊
午
渡
河
而
誓

既
誓
而
止
於
河
之
北

戊

「

、

。（

午

河
を
渡
り
て
誓
ひ
、
既
に
誓
ひ
て
河
の
北
に
止
ま

る

」
と
あ
る
。

。
）

［
備
艱
辛
］
苦
し
み
、
困
難
に
備
え
る
。
梁
・
何
承
天
「
有
所

思
篇
」
に
「
哀
我
生
、
遘
凶
旻
。
幼
罹
荼
毒
、
備
艱
辛
（
我

、

。

、

が
生
を
哀
れ
み

凶

旻
に
遘
ふ

幼
く
し
て
荼
毒
に
罹
り

き
ょ
う
び
ん

あ

と

ど
く

か
か

艱
辛
に
備
ふ

」
と
見
え
る
。

）

薄
暮
辺
声
起

空
飛
胡
騎
塵

19

20

［
辺
声
］
辺
境
で
聞
こ
え
て
来
る
胡
笳
な
ど
の
楽
器
で
演
奏
さ

れ
る
音
楽
や
馬
の
嘶
き
。
李
陵
「
答
蘇
武
書
」
に
「
胡
笳
互

動
、
牧
馬
悲
鳴
、
吟
嘯
成
群
、
辺
声
四
起

（
胡
笳

互
ひ

。

に
動
き
、
牧
馬

悲
し
く
鳴
き
、
吟
嘯

群
を
成
し
、
辺
声
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四
も
に
起
こ
る

」
と
あ
り
、
呂
向
注
に
「
笳
曲
馬
鳴

。
）

鼓
吹
之
属

（
笳
曲
馬
鳴
鼓
吹
の
属
な
り

」
と
。

。

。
）

飛
胡
騎
塵

遊
牧
民
族
の
騎
馬
が
砂
埃
を
舞
い
上
げ
る

飛

［

］

。「

塵

は
舞
い
上
が
る
砂
塵

陳
・
後
主
叔
宝

隴
頭

に

驚

」

。

「

」

「

風
起
嘶
馬
、
苦
霧
雑
飛
塵
（
驚
風

嘶
馬
を
起
こ
し
、
苦
霧

せ
い

ば

飛
塵
を
雑
ふ

」
と

「
胡
騎
」
遊
牧
民
族
の
騎
馬
兵
。

）

。

ま
じ

梁
・
呉
均
「
辺
城
将
」
詩
四
首
其
一
に
「
塞
外
何
紛
紛
、
胡

騎
欲
成
群
（
塞
外

何
ぞ
紛
紛
た
る
、
胡
騎

群
を
成
さ
ん

と
欲
す

」
と
。

）
北
周
・
王
褒
「
入
塞
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
戍
久
風
塵
色

戍
り

久
し
く
し
て

風
塵
の
色
あ
り

ま
も

２
勳
多
意
気
豪

勳

多
く
し
て

意
気

豪
ん
な
り

い
さ
を

さ
か

３
建
章
楼
閣
迥

建
章

楼
閣

迥
く

た
か

４
長
安
陵
樹
高

長
安

陵
樹

高
し

５
度
氷
傷
馬
骨

氷
を
度
り
て

馬
骨
を
傷
な
ひ

わ
た

そ
こ

６
経
寒
墜
節
旄

寒
き
を
経
て

節
旄
墜
つ

せ
つ
ば
う

お

７
行
当
見
天
子

行
ゆ
く
当
に
天
子
に
見
ゆ
べ
し

ま
み

８
無
假
用
銭
刀

銭
刀
を
用
ふ
る
を
假
る
無
し

か

【
日
本
語
訳
】

１
国
境
の
守
備
が
長
く
続
き
、
風
に
舞
う
砂
埃
の
色
が
顔
や
手

足
に
ま
で
染
み
込
ん
で
し
ま
っ
た
が

２
意
気
は
盛
ん
な
の
で
、
し
ば
し
ば
勲
功
を
挙
げ
て
き
た

３
都
に
あ
る
建
章
宮
の
楼
閣
は
高
く
立
派
で

４
長
安
周
辺
の
陵
墓
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
は
高
く
育
っ
て
い
る

５
凍
っ
た
川
を
渡
っ
て
は
馬
の
骨
ま
で
傷
付
け

６
寒
い
冬
を
経
て
旗
印
の
飾
り
が
み
な
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
た

７
や
が
て
天
子
の
お
目
に
掛
か
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず

８
金
銭
な
ん
ぞ
に
頼
ら
な
く
と
も
、
こ
の
心
意
気
さ
え
あ
れ
ば

【
校
勘
】

○
『
文
苑
英
華
』
巻
百
九
十
七
・

古
詩
紀
』
巻
百
二
十
三

『

３
「
閣

『
英
華
』
作
「
闕

「
迥

『
英
華
』
注
云
「
一

」
、

」
。

」
、

作
『
近

、
一
作
『
廻

。

』

』
」

６
「
旄

『
英
華
』
作
「
毛

。

」
、

」

８
「
無

『
英
華
』
作
「
何

。

」
、

」

【
押
韻
】

「
豪

「
高

「
旄

「
刀

、
下
平
六
豪
韻
。

」

」

」

」

【
作
者
】

五
一
三
？
～
五
七
六
？
。
字
は
子
淵
、
琅
邪
臨
沂
（
山
東

り
ん

ぎ

省
臨
沂
市
）
の
人
。
梁
の
武
帝
は
そ
の
才
能
を
愛
し
、
弟
の
潘

陽
王
蕭
恢
の
娘
と
娶
せ
た
。
元
帝
の
時
に
は
吏
部
尚
書
・
左
僕

射
に
任
じ
ら
れ
た
。
承
聖
三
（
五
五
四
）
年
、
西
魏
の
軍
が
江

陵
を
陥
落
さ
せ
る
と
、
降
伏
し
て
長
安
に
至
る
。
庾
信
と
並
び

称
さ
れ
、
北
朝
で
も
優
遇
さ
れ
た
。
陳
と
北
周
と
が
和
睦
す
る

と
多
く
の
南
朝
出
身
の
文
人
が
南
方
に
帰
っ
た
が
、
庾
信
と
王

褒
だ
け
は
帰
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

梁
に
い
た
頃
は
華
麗
な
詩
風
で
あ
っ
た
が
、
北
朝
に
入
っ
て
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か
ら
は
関
塞
を
描
い
た
詩
を
多
く
残
し
た

『
周
書

『
北
史
』

。

』

『
梁
書
』
に
伝
が
あ
る
。

【
語
釈
】

１
戍
久
風
塵
色

２
勳
多
意
気
豪

［
戍
久
］
辺
境
の
守
備
が
長
く
な
る
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例

は
見
当
た
ら
な
い
。

［
風
塵
色
］
風
に
吹
き
上
げ
ら
れ
た
砂
塵
の
色
。
宋
・
呉
邁
遠

「
長
相
思

（

玉
台
』
巻
四
）
に
「
人
馬
風
塵
色
、
知
従

」

『

河
塞
還
（
人
馬

風
塵
の
色
、
知
る
河
塞
よ
り
還
る
を

」
）

と
。
顔
や
体
に
砂
埃
の
色
が
染
ま
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
い

う
。

意
気

抱
負
と
気
概

宋
・
袁
淑

效
曹
子
建
白
馬
篇

文

［

］

。

「

」（
『

選
』
巻
三
十
一
）
に
「
意
気
深
自
負
、
肯
事
郡
邑
権
（
意
気

深
く
自
ら
負
み
、
肯
て
郡
邑
の
権
に
事
へ
ん
や

」
と
あ

）

た
の

つ
か

り
、
李
善
注
は
謝
承
『
後
漢
書
』
に
「
楊
喬
曰

『
侯
生
為

、

意
気
刎
頸

（
楊
喬

曰
く

『
侯
生

意
気
の
為
に
刎
頸

』
。

、

す
』
と

」
と
あ
る
の
を
引
く
。

。
）

３
建
章
楼
閣
迥

４
長
安
陵
樹
高

建
章

漢
の
長
安
の
宮
殿
の
名

漢
書

郊
祀
志
下
に

上

［

］

。『

』

「

還
、
以
柏
梁
災
故
、
受
計
甘
泉
。
公
孫
卿
曰

『
黄
帝
就
青

、

霊
台
、
十
二
日
焼
、
黄
帝
乃
治
明
庭
。
明
庭
、
甘
泉
也

。
』

。

、

方
士
多
言
古
帝
王
有
都
甘
泉
者

其
後
天
子
又
朝
諸
侯
甘
泉

甘
泉
作
諸
侯
邸
。
勇
之
乃
曰

『
粤
俗
有
火
災
、
復
起
屋
、

、

、

』
。

、

。

必
以
大

用
勝
服
之

於
是
作
建
章
宮

度
為
千
門
万
戸

（
上

還
り
、
柏
梁
の
災
ひ
の
故
を
以
て
、
計
を
甘
泉
に
受

く
。
公
孫
卿

曰
く

『
黄
帝

青
霊
台
を
就
す
も
、
十
二

、

な

日
に
し
て
焼
け
、
黄
帝

乃
ち
明
庭
に
治
む
。
明
庭
は
、
甘

泉
な
り
』
と
。
方
士

多
く
古
へ
の
帝
王
の
甘
泉
に
都
す
る

者
有
る
を
言
ふ
。
其
の
後

天
子

又
た
諸
侯
を
甘
泉
に
朝

せ
し
め
、
甘
泉
に
諸
侯
の
邸
を
作
る
。
勇
之

乃
ち
曰
く
、

『
粤
の
俗

火
災
有
れ
ば
、
復
た
屋
を
起
つ
る
に
、
必
ず
大

な
る
を
以
て
し
、
用
て
之
れ
を
勝
服
す
』
と
。
是
に
於
い
て

建
章
宮
を
作
り
、
度
る
に
千
門
万
戸
為
り

」
と
あ
り
、

。
）

は
か

顔
師
古
注
に
「
就
、
成
也

」
と
。

。

［
楼
閣
］
高
い
建
物
。
あ
ま
り
詩
に
は
見
え
な
い
が
、
陳
・
沈

烱
「
八
音
詩
」
に
「
金
屋
貯
阿
嬌
、
楼
閣
起
迢
迢
（
金
屋

阿
嬌
を

貯

へ
、
楼
閣

起
つ
こ
と
迢
迢
た
り

」
と
。

）

た
く
は

て
う
て
う

［
陵
樹
］
天
子
の
陵
墓
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
。
長
安
の
北
に
は

漢
の
高
祖
・
恵
帝
・
景
帝
・
武
帝
・
昭
帝
の
陵
園
で
あ
る
五

、

、

。

陵
が
あ
り

南
に
は
宣
帝
の
杜
陵

文
帝
の
覇
陵
が
あ
っ
た

後
漢
・
班
固
「
西
都
賦

（

文
選
』
巻
一
）
に
「
南
望
杜

」

『

霸
、
北
眺
五
陵

（
南
の
か
た
杜
霸
を
望
み
、
北
の
か
た
五

。

陵
を
眺
む

」
と
あ
り
、
劉
良
注
に
「
宣
帝
杜
陵
・
文
帝

。
）

霸
陵
在
南
、
高
・
恵
・
景
・
武
・
昭
帝
此
五
陵
皆
在
北

」
。

と

「
陵
樹
」
の
語
は
斉
・
謝
朓
「
同
謝
諮
議
詠
銅
爵
台
」

。
詩
（

文
選
』
巻
二
十
三
）
に
「
鬱
鬱
西
陵
樹
、
詎
聞
歌
吹

『
（

、

）
」

声

鬱
鬱
た
り

西
陵
の
樹

詎
ぞ
聞
か
ん

歌
吹
の
声

と
見
え
る
。

５
度
氷
傷
馬
骨

６
経
寒
墜
節
旄
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［
度
氷
］
凍
っ
た
川
を
渡
る
。

［
傷
馬
骨
］
馬
の
骨
ま
で
も
傷
付
け
て
し
ま
う
。
三
国
魏
・
陳

琳
「
飲
馬
長
城
窟
行

（

玉
台
』
巻
一
）
の
「
飲
馬
長
城

」

『

窟
、
水
寒
傷
馬
骨
（
馬
に

飲

ふ

長
城
の
窟
、
水

寒

く

み
ず
か

つ
め
た

し
て

馬
骨
を
傷
な
ふ

」
と
あ
る
の
に
拠
る
。

）

そ
こ

［
経
寒
］
冬
を
越
す
。
六
朝
詩
に
は
あ
ま
り
用
例
は
見
ら
れ
な

、

「

」

「

、

い
が

陳
・
賀
循

賦
得
夾
池
脩
竹

詩
に

逢
秋
葉
不
落

経
寒
色
詎
移
（
秋
に
逢
ふ
も

葉
は
落
ち
ず
、
寒
き
を
経
る

も

色
は
詎
ぞ
移
ら
ん

」
と
。

）

［
墜
節
旄
］
天
子
の
命
に
よ
り
他
国
に
使
者
と
し
て
赴
く
者
が

賜
る
旗
を
飾
る
旄
牛
（
カ
ラ
ウ
シ
）
の
尾
の
毛
が
す
べ
て
抜

け
落
ち
る

『
漢
書
』
蘇
武
伝
に
「

蘇
武
）
杖
漢
節
牧
羊
、

。

（

臥
起
操
持
、
節
旄
尽
落

（
漢
節
を
杖
つ
き
て
羊
を
牧
し
、

。

臥
起
に
操
持
し
、
節
旄

尽
く
落
つ

」
と
あ
る
の
に
拠

。
）

る

『
後
漢
書
』
光
武
紀
に
「
十
月
、
持
節
北
度
河
、
鎮
慰

。
州
郡

（
十
月
、
節
を
持
し
て
北
の
か
た
河
を
度
り
、
州
郡

。

わ
た

を
鎮
慰
す

」
と
あ
り
、
そ
の
李
賢
注
に
「
節
、
所
以
為

。
）

。

、

、

、

。

信
也

以
竹
為
之

柄
長
八
尺

以
旄
牛
尾
為
其
毦

三
重

（
節
、
信
と
為
す
所
以
な
り
。
竹
を
以
て
之
れ
を
為
り
、
柄

つ
く

長
さ
八
尺
、
旄
牛
の
尾
を
以
て
其
の
毦
と
為
す
こ
と
、
三

ば
う
ぎ
う

じ

重

」
と
。

。
）

７
行
当
見
天
子

８
無
假
用
銭
刀

［
行
当

「
将
要
」
の
意
。
間
も
な
く
～
す
る
だ
ろ
う
、
に
な

］

る
だ
ろ
う
。
三
国
魏
・
繆
襲
「
挽
歌
」
詩
（

文
選
』
巻
二

『

十
八

に

形
容
稍
歇
滅

歯
髪
行
当
堕

形
容

稍

く
歇
滅

）

「

、

（

や
う
や

け
つ
め
つ

し
、
歯
髪

行
ゆ
く
当
に
堕
つ
べ
し

」
と
見
え
る
。

）

［
見
天
子
］
天
子
に
お
目
に
掛
か
る
。
梁
・
呉
均
「
古
意
」
詩

二
首
其
一
に
「
何
当
見
天
子
、
画
地
取
関
西
（
何
か
当
に
天

い
つ

子
に
見
え
、
地
に
画
き
て
関
西
を
取
る
べ
し

」
と
。

）

ま
み

ゑ
が

［
無
假

「
不
須
」
の
意
。
～
す
る
に
及
ば
な
い
。
北
周
・
庾

］

信
「
詠
園
花
」
詩
に
「
自
紅
無
假
染
、
真
白
不
須
粧
（
自
ら

紅
な
れ
ば

染
む
る
を
假
る
無
く
、
真
白

粧

ふ
を
須
ひ

か

よ
そ
ほ

も
ち

ず

」
と
。

）

［
用
銭
刀
］
金
銭
に
頼
る
。
楽
府
古
辞
「
白
頭
吟

（

玉
台
』

」
『

巻
一
作
「
皚
如
山
上
雪

）
に
「
男
児
重
意
気
、
何
用
銭
刀

」

（

、

）
」

為

男
児

意
気
を
重
ん
ず

何
ぞ
銭
刀
を
用
て
為
さ
ん

と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る

「
銭
刀
」
は
金
銭
。
古
代
、
刀
の

。

形
を
模
し
た
銭
が
あ
っ
た
。

隋
・
何
妥
「
入
塞
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
桃
林
千
里
険

桃
林

千
里
の
険

２
候
騎
乱
紛
紛

候
騎

乱
れ
て
紛
紛
た
り

３
問
此
将
何
事

問
ふ

「
此
れ
将
に
何
を
か
事
と
せ
ん
と

す
る
」

４
嫖
姚
封
冠
軍

「
嫖
姚

冠
軍
に
封
ぜ
ら
れ
た
り

５
回
旌
引
流
電

回
旌

流
電
を
引
き

６
帰
蓋
転
行
雲

帰
蓋

行
雲
と
転
ず

７
待
任
蒼
龍
傑

蒼
龍
の
傑
に
任
ぜ
ら
る
る
を
待
ち

８
方
当
論
次
勳

方
に
当
に
次
勳
を
論
ず
べ
し
」

ま
さ
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【
日
本
語
訳
】

１
長
安
の
東
に
あ
る
桃
林
の
砦
は
千
里
も
続
く
要
害
の
地

２
そ
こ
に
物
見
の
騎
兵
が
前
後
も
な
く
次
々
に
や
っ
て
来
る

３
「
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
を
な
さ
れ
よ
う
と
い
う
の
か
」
と
問

え
ば

４
「
霍
将
軍
様
が
冠
軍
侯
に
封
ぜ
ら
れ
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す

５

凱
旋
さ
れ
る
軍
旗
は
電
光
の
先
駆
け
と
な
る
ほ
ど
素
早
く

６

都
に
帰
還
さ
れ
る
車
は
空
を
行
く
雲
と
い
っ
し
ょ
に
向
き

を
変
え
て
お
帰
り
で
す

７

古
え
の
傅
説
の
よ
う
な
天
子
の
補
佐
役
と
な
ら
れ
る
べ
く

ふ

え
つ

８

勲
功
の
大
小
が
今
ま
さ
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
す
」
と

【
校
勘
】

○
『
古
詩
紀
』
巻
百
三
十
一

異
同
無
し

【
押
韻
】

「
紛

「
軍

「
雲

「
勳

、
上
平
二
十
文
韻
。

」

」

」

」

【
作
者
】

。

、

。

。

五
二
三
？
～
五
九
三
？

隋
代
の
学
者

詩
人

字
は
栖
鳳

十
七
歳
の
時
、
梁
、
北
周
、
隋
に
仕
え
、
隋
の
文
帝
が
即
位
す

る
と
国
子
博
士
に
除
せ
ら
れ
た
。
開
皇
（
五
八
一
～
六
〇
〇
）

末
年
、
国
子
祭
酒
と
な
り
官
に
卒
し
た

『
周
易
講
疏
』
十
三

。

巻
な
ど
の
著
作
の
他
に
『
文
集
』
十
巻
が
あ
っ
た
。
現
存
す
る

詩
は
六
首
。

【
語
釈
】

１
桃
林
千
里
険

２
候
騎
乱
紛
紛

［
桃
林
］
砦
の
名
。
河
南
省
霊
宝
市
の
西
、
長
安
の
東
に
あ
っ

た
。
漢
・
張
衡
「
西
京
賦

（

文
選
』
巻
二
）
に
「
左
有

」

『

崤
函
重
険
、
桃
林
之
塞

（
左
に
崤
・
函
の
重
険
、
桃
林
の

。

か
う

か
ん

塞
有
り

」
と
あ
り
、
薛
綜
注
に
「
崤
及
函
谷
関
、
桃
林

。
）

皆
在
長
安
東
、
故
言
左

（
崤

及
び
函
谷
関
、
桃
林

皆

。

な
長
安
の
東
に
在
り
、
故
に
左
と
言
ふ

」
と
あ
り
、
李

。
）

善
は
『
春
秋
左
氏
伝
』
文
公
十
三
年
に
「
春
、
晋
侯
使
詹
嘉

処
瑕
、
以
守
桃
林
之
塞

（
春
、
晋
侯

詹
嘉
を
し
て
瑕
に

。

せ
ん

か

か

処
り
、
以
て
桃
林
の
塞
を
守
ら
し
む

」
と
あ
る
の
を
引

。
）

く
。

［
険
］
地
勢
が
険
し
く
防
衛
の
要
と
な
る
地
。

［
候
騎
］
偵
察
を
任
務
と
す
る
騎
兵

『
史
記
』
匈
奴
列
伝
に

。

「
漢
孝
文
皇
帝
十
四
年
、
匈
奴
単
于
十
四
万
騎
入
朝
那
・
蕭

関
、
殺
北
地
都
尉
卬
、
虜
人
民
畜
産
甚
多
、
遂
至
彭
陽
。
使

奇
兵
入
焼
回
中
宮
、
候
騎
至
雍
甘
泉

（
漢
の
孝
文
皇
帝
十

。

、

、

四
年

匈
奴
の
単
于

十
四
万
騎

朝
那
・
蕭
関
に
入
り

ぜ
ん

う

て
う

だ

北
地
都
尉
卬
を
殺
し
、
人
民
畜
産
を

虜

に
す
る
こ
と
甚
だ

が
う

と
り
こ

多
く
、
遂
に
彭
陽
に
至
る
。
奇
兵
を
し
て
入
り
て
回
中
宮
を

焼
か
し
め
、
候
騎

雍
の
甘
泉
に
至
る

」
と
あ
り

『
索

。
）

、

』

「

、
『

、

』
。
（

、
『

、

隠

は

崔
浩
云

候

邏
騎

崔
浩

云
ふ

候

邏
騎
な
り

」
と
す
る
。
詩
で
は
梁
・
何
遜
「
見
征
人
分

』
。

別
」
詩
に
「
候
騎
出
蕭
関
、
追
兵
赴
馬
邑
（
候
騎

蕭
関
を

出
で
、
追
兵

馬
邑
に
赴
く

。
）
」
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［
乱
紛
紛
］
秩
序
な
く
入
り
乱
れ
る
様
。
斉
・
王
融
「
古
意
」

詩
二
首
（

玉
台
』
巻
四
）
其
二
に
「
況
復
飛
蛍
夜
、
木
葉

『

乱
紛
紛
（
況
ん
や
復
た
飛
蛍
の
夜
、
木
葉

乱
れ
て
紛
紛
た

る
を
や

」
と
見
え
る
。

）

３
問
此
将
何
事

４
嫖
姚
封
冠
軍

［
問
此
将
何
事
］
こ
れ
は
い
っ
た
い
何
事
か
と
訊
ね
る

「
問

。

此
」
は
楽
府
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
漢
・
無
名

氏

陌
上
桑

玉
台

巻
一
作

日
出
東
南
隅
行

宋

「

」
（
『

』

「

」
。
『

書
』
楽
志
作
「
艶
歌
羅
敷
行

）
の
「
使
君
遣
吏
往
、
問

」
。

此
誰
家
姝
（
使
君

吏
を
遣
は
し
往
か
し
め
、
問
ふ

此
れ

誰
が
家
の
姝
ぞ
と

」
な
ど
。

）

し
ゅ

［
将
何
事
］
い
っ
た
い
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か

『
春

。

秋
左
氏
伝
』
昭
公
十
二
年
に
「
且
夫
易
不
可
以
占
険
、
将
何

事
也

（
且
つ
夫
れ
易
は
以
て
険
を
占
ふ
べ
か
ら
ず
、
将
に

。

何
を
か
事
と
せ
ん
と
す
る
や

」
と
。

。
）

［
嫖
姚
封
冠
軍
］
漢
の
霍
去
病
の
事
跡
を
い
う
。
対
匈
奴
戦
で

の
軍
功
に
よ
っ
て
冠
軍
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
こ
と
か
ら

『
史

。

記
』
衛
将
軍
驃
騎
列
伝
に
「
於
是
天
子
曰

『
剽
姚
校
尉
去

、

病
斬
首
虜
二
千
二
十
八
級
、
及
相
国
・
当
戸
、
斬
単
于
大
父

行
籍
若
侯
産
、
生
捕
季
父
羅
姑
比
、
再
冠
軍
、
以
千
六
百
戸

封
去
病
為
冠
軍
侯

（
是
に
於
い
て
天
子

曰
く

『
剽
姚

』
。

、

へ
う
え
う

、

、

校
尉
去
病

斬
首
虜
二
千
二
十
八
級

相
国
・
当
戸
に
及
び

単
于
の
大
父
行
籍
若
侯
産
を
斬
り
、
季
父
羅
姑
比
を
生
捕

ぜ
ん

う

し
、
再
び
軍
に
冠
た
り
、
千
六
百
戸
を
以
て
去
病
を
封
じ
て

冠
軍
侯
と
為
す
』
と

」
と
あ
る
。
梁
・
呉
均
「
辺
城
将
」

。
）

詩
四
首
其
一
に
「
爾
時
始
応
募
、
来
投
霍
冠
軍
（
爾
の
時

こ

始
め
て
応
募
し
、
来
た
り
て
霍
冠
軍
に
投
ず

。
）
」

５
回
旌
引
流
電

６
帰
蓋
転
行
雲

［
回
旌
］
都
に
帰
還
す
る
軍
旗
。
転
じ
て
凱
旋
す
る
軍
。
陳
・

潘
徽
「
贈
北
使
」
詩
に
「
迴
旌
逗
隴
左
、
返
軸
指
河
源
（
迴

旌

隴
左
に
逗
ま
り
、
返
軸

河
源
を
指
す

」
と
。

）

と
ど

［
引
流
電

「
引
」
は
先
導
す
る

「
流
電
」
は
い
な
び
か
り
。

］

。

速
い
こ
と
を
表
す
。
晋
・
陶
潜
「
飲
酒
」
詩
二
十
首
其
三
に

「

、

（

、

一
生
復
能
幾

倏
如
流
電
驚

一
生

復
た
能
く

幾

ぞ

い
く
ば
く

倏
や
か
な
る
こ
と

流
電
の
驚
く
が
如
し

」
）

す
み

［
帰
蓋
］
帰
還
す
る
車

「
蓋
」
は
車
蓋
、
車
を
覆
う
パ
ラ
ソ

。

ル
。
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。

［
行
雲
］
空
を
行
く
雲
。
三
国
魏
・
曹
植
「
浮
萍
篇

（

玉

」

『

台
』
巻
二
に
「
行
雲
有
返
期
、
君
恩
儻
中
還
（
行
雲

有
返

、

）
」

。

る
期
有
り

君
恩

儻
し
く
は
中
ご
ろ
還
ら
ん

と
あ
る

も

車
蓋
は
車
を
覆
う
の
で
、
し
ば
し
ば
雲
に
喩
え
ら
れ
る
。

７
待
任
蒼
龍
傑

８
方
当
論
次
勳

［
待
任
］
君
主
の
任
用
を
待
つ

『
韓
非
子
』
有
度
に
「
古
者

。

世
治
之
民
、
奉
公
法
、
廃
私
術
、
専
意
一
行
、
具
以
待
任
。

（
古
者

世
治
の
民
は
、
公
法
を
奉
じ
、
私
術
を
廃
し
、
意

い
に
し
へ

を
専
ら
に
し
行
ひ
を
一
に
し
、
具
し
て
以
て
任
を
待
つ

」
。
）

と
見
え
る
が
、
六
朝
詩
に
は
他
の
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
よ

う
で
あ
る
。

［

］

。

蒼
龍
傑

殷
の
傅
説
の
よ
う
な
天
子
の
良
き
補
佐
と
な
る
人

ふ

え
つ
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「
蒼
龍
」
は
中
国
古
代
の
星
座
で
あ
る
二
十
八
宿
の
内
、
東

方
の
七
宿
の
総
称
。
傅
説
が
死
ん
だ
後
、
天
に
昇
っ
て
星
と

な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
あ
っ
た
。
陳
・
徐
陵
「
司
空
徐
州
刺

史
侯
安
都
徳
政
碑
」
に
「
神
賜
英
賢
、
殷
帝
感
蒼
龍
之
傑
。

（
神

英
賢
を
賜
ひ
、
殷
帝

蒼
龍
の
傑
に
感
ず

」
と

。
）

あ
り
、
許
逸
民
校
箋
『
徐
陵
集
校
箋

（
中
華
書
局

二
〇

』

〇
八
）
は
『
荘
子
』
大
宗
師
の
「
傅
説
得
之
、
以
相
武
丁
、

奄
有
天
下
、
乗
東
維
、
騎
箕
尾
、
而
比
於
列
星

（
傅
説

。

之
れ
を
得
て
、
以
て
武
丁
を
相
け
、
奄
ね
く
天
下
を
有
ち
、

た
す

あ
ま

た
も

東
維
に
乗
り
、
箕
尾
に
騎
が
り
て
、
列
星
に
比
な
れ
り

」
。
）

ま
た

つ
ら

と
あ
る
の
を
引
い
て
「
按
、
箕
星
、
東
宮
蒼
龍
之
末
宿

」
。

と
す
る
。

［
方
当
］
間
も
な
く
き
っ
と

「
将
要

「
会
当
」
の
意
。
王

。

」

雲
路
『
六
朝
詩
歌
語
詞
研
究

（
黒
龍
江
教
育
出
版
社

一

』

九
九
九
）
は
「

方
当
』
即
方
、
将
要
的
意
思

『
当
』
附

『

。

于
『
方
』
之
後
、
構
成
双
音
節
副
詞

『
当
』
作
為
副
詞
後

。

附
加
成
分
、
可
与
許
多
単
音
節
副
詞
相
結
合

（

方
当
』

。

『

は
『
ま
さ
に

『
今
に
も
～
し
そ
う
で
あ
る
』
の
意

『
当
』

』

。

は
『
方
』
の
後
ろ
に
置
か
れ
、
複
音
節
副
詞
を
構
成
す
る
。

『
当
』
は
副
詞
の
後
置
成
分
と
し
て
、
多
く
の
単
音
節
副
詞

と
結
合
す
る
こ
と
が
で
き
る

」
と
説
明
す
る
。

。
）

［
論
次
勳
］
功
績
の
大
小
を
調
べ
、
順
序
を
つ
け
る
。
六
朝
詩

に
は
他
の
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
文
脈
に
よ
っ
て
解

し
た
。梁

・
元
帝
「
折
楊
柳
」

【
本
文
及
び
書
き
下
し
】

１
巫
山
巫
峡
長

巫
山

巫
峡

長
く

２
垂
柳
復
垂
楊

垂
柳

復
た
垂
楊

３
同
心
且
同
折

心
を
同
じ
く
し

且
つ
同
に
折
る

と
も

４
故
人
懐
故
郷

故
人

故
郷
を
懐
は
ん

５
山
似
蓮
花
艷

山
は
蓮
花
の
艶
や
か
な
る
に
似

６
流
如
明
月
光

流
れ
は
明
月
の

光

く
が
如
し

か
が
や

７
寒
夜
猿
声
徹

寒
夜

猿
声

徹
し

８
遊
子
涙
霑
裳

遊
子

涙

裳
を

霑

す

う
る
ほ

【
日
本
語
訳
】

１
「
巫
山
も
巫
峡
も
ど
こ
ま
で
も
続
き

２

枝
垂
れ
柳
、
ま
た
枝
垂
れ
柳

し

だ

３

出
発
の
時
、
お
帰
り
ま
で
の
無
事
を
祈
っ
て
、
二
人
で
い

っ
し
ょ
に
柳
の
枝
を
折
り
ま
し
た

（
柳
の
絡
み
合
っ
た
二
本
の
枝
は
折
れ
る
時
に
は
い
っ
し

ょ
に
折
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
）

４

あ
の
人
も
き
っ
と
故
郷
に
い
る
私
を
思
っ
て
く
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
」

５
「
巫
山
は
峰
々
が
ハ
ス
の
花
の
よ
う
に
艶
や
か
で

６

巫
峡
の
流
れ
は
明
る
い
月
の
よ
う
に
光
っ
て
い
る

７

こ
の
寒
い
夜
、
両
岸
か
ら
猿
の
鳴
き
声
が
響
き
渡
り

８

俺
は
涙
が
裳
裾
を
濡
ら
す
の
だ
」

【
校
勘
】

○
『
芸
文
類
聚
』
巻
八
十
九
・

文
苑
英
華
』
巻
二
百
八
・

古

『

『
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詩
紀
』
巻
八
十
・

漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
梁
元
帝
集

『

０
「
折
楊
柳

『
類
聚
』
作
「
折
楊
柳
詩

。

」
、

」

１
「
巫
山

、
底
本
原
作
「
山
高

、
注
云
「
拠
『
詩
紀
』
巻

」

」

七
○
・

百
三
名
家
集

改

英
華

注
云

一
作

山

《

》

」
。
『

』

、
「

『

高

。
』
」

「

」
、『

』

「

」
。『

』

、「

『

』
」
。

３

且

類
聚

作

宜

英
華

注
云

一
作

宜

【
押
韻
】

「
長

「
楊

「
郷

「
裳

、
下
平
十
陽
韻

「
光

、
下
平
十

」

」

」

」

。

」

一
唐
韻
。
陽
・
唐
同
用
。

【
作
者
】

五
〇
八
～
五
五
四
。
梁
の
第
三
代
皇
帝
（
在
位
五
五
二
～
五

五
四

。
武
帝
（
蕭
衍
）
の
第
七
子
、
昭
明
太
子
蕭
統
、
簡
文

）

帝
蕭
綱
の
異
母
弟
。
湘
東
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
江
陵
に
鎮
し
て
重

き
を
な
し
、
簡
文
帝
を
擁
す
る
侯
景
に
対
抗
し
た
。
外
か
ら
は

西
魏
の
侵
攻
を
受
け
、
王
室
内
部
の
抗
争
も
あ
っ
て
、
在
位
二

年
あ
ま
り
で
没
し
た

『
金
楼
子
』
六
巻
を
は
じ
め
と
す
る
多

。

く
の
著
作
が
あ
る
知
識
人
で
あ
り
、
詩
作
も
よ
く
し
た
。

【
語
釈
】

０
折
楊
柳

［
折
楊
柳

『
楽
府
詩
集
』
巻
二
十
二
・
横
吹
曲
辞
二
・
漢
横

］

吹
曲
二
「
折
楊
柳
」
の
題
下
に
は
、

『
唐
書
』
楽
志
曰

「
梁
楽
府
有
胡
吹
歌
云

『
上
馬

、

、

、

。

、

』
。

不
捉
鞭

反
拗
楊
柳
枝

下
馬
吹
横
笛

愁
殺
行
客
児

、

『

』

。
」

此
歌
辞
元
出
北
国

即
鼓
角
横
吹
曲

折
楊
柳
枝

是
也

『
宋
書
』
五
行
志
曰

「
晋
太
康
末
、
京
洛
為
折
楊
柳
之

、

歌
、
其
曲
有
兵
革
苦
辛
之
辞

」
。

『
唐
書
』
楽
志
に
曰
く

「
梁
楽
府
に
胡
吹
歌
有
り

、

て
云
ふ

『
馬
に
上
る
も
鞭
を
捉
ら
ず
、
反
っ
て
楊
柳

、

と

か
へ

の
枝
を
拗
る
。
馬
を
下
り
て
横
笛
を
吹
き
、
行
客
の
児

を

を
愁
殺
す
』
と
。
此
の
歌
辞

元
北
国
に
出
で
、
即
ち

も
と

鼓
角
横
吹
曲
の

折
楊
柳
枝

是
れ
な
り

と

宋

『

』

」

。『

書
』
五
行
志
に
曰
く

「
晋
の
太
康
の
末
、
京
洛

折

、

楊
柳
の
歌
を
為
し
、
其
の
曲
に
兵
革
苦
辛
の
辞
有
り
」

と
。

と
あ
り
、
斉
・
梁
に
流
行
し
た
「
折
楊
柳
」
が
北
方
の
楽
曲

で
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
増
田
清
秀
『
楽
府
の
歴
史
的
研

究

（
創
文
社

一
九
七
五
）
に
は
、

』
と
こ
ろ
で
、
凡
そ
、
南
朝
つ
ま
り
梁
・
陳
の
横
吹
曲
の

、

、

作
家
た
ち
は

い
ず
れ
の
横
吹
曲
を
作
辞
す
る
場
合
で
も

主
に
漢
代
の
故
事
を
取
材
す
る
か
、
或
い
は
、
そ
の
時
代

を
想
像
し
て
作
辞
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
「
折
楊
柳
」
の

新
曲
に
お
い
て
も
同
様
で
、
彼
ら
が
作
辞
に
当
っ
て
意
識

に
上
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
憶
測
さ
れ
る
故
事
が
あ
る
。

漢
人
の
著
作
と
い
わ
れ
る
三
輔
黄
図
に
そ
れ
が
記
さ
れ
て

い
る
。

。

。

。

。

霸
橋

在
長
安
東

跨
水
作
橋

漢
人
送
客
至
此
橋

折
柳
贈
別
。
王
莽
時
。
霸
橋
災
。
数
千
人
以
水
沃
救
不

滅
。
更
霸
橋
為
長
安
橋

（
張
閬
声
校
定
六
巻
本
）

。

霸
橋
は
前
漢
の
世
、
長
安
の
人
た
ち
の
送
客
別
離
の
場
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で
あ
り
、
木
造
の
橋
だ
っ
た
ら
し
く
、
王
莽
の
時
代
に
焼

失
す
る
ま
で
、
そ
の
橋
上
で
「
折
柳
贈
別
」
が
行
わ
れ
た

と
、
こ
の
書
に
い
う
。
し
か
し
、
実
は
、
こ
の
書
の
文
が

信
憑
性
に
乏
し
い
。
清
の
孫
星
衍
・
荘
逵
吉
は
、
同
じ
三

輔
黄
図
を
校
定
す
る
に
当
っ
て
、
右
の
文
中
の
「
漢
人
送

客
至
此
橋
。
折
柳
贈
別
」
の
十
一
字
を
、
後
世
の
者
が
妄

り
に
加
え
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
し
て
、
み
な
削
り
去
っ

て
い
る
。
い
ま
、
孫
・
荘
の
下
し
た
判
断
を
、
資
料
的
見

地
か
ら
糾
す
と
、
そ
れ
が
妥
当
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

と

「
折
柳
贈
別
」
が
斉
・
梁
の
頃
の
新
し
い
習
わ
し
だ
っ

、
と
と
す
る

「
折
楊
柳
」
に
つ
い
て
は
他
に
岡
村
貞
雄
『
古

。

楽
府
の
起
源
と
継
承

（
白
帝
社

二
〇
〇
〇

、
向
島
成

』

）

美
『
漢
詩
の
こ
と
ば

（
大
修
館
書
店

一
九
九
八
）
に
詳

』

し
い
。

１
巫
山
巫
峡
長

２
垂
柳
復
垂
楊

［
巫
山
］
四
川
省
重
慶
市
巫
山
県
と
湖
北
省
の
境
に
あ
る
山
。

間
に
長
江
が
流
れ
、
巫
峡
を
形
成
す
る
。

［
巫
峡
長
］
巫
峡
が
ど
こ
ま
で
も
続
く
。
晋
の
頃
の
民
歌
と
さ

れ
る
「
巴
東
三
峡
歌

（

文
選
』
巻
十
二
・
郭
璞
「
江
賦
」

」
『

李
善
注
引
盛
弘
之
『
荊
州
記

）
に
「
巴
東
三
峡
巫
峡
長
、

』

猿
鳴
三
声
涙
沾
裳
（
巴
東

三
峡

巫
峡

長
く
、
猿
鳴

三
声

涙

裳
を

沾

す

」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
だ
ろ
う
。

）

う
る
ほ

「
巫
峡
」
は
三
峡
の
一
。
三
峡
は
四
川
省
重
慶
市
奉
節
県
か

ら
湖
北
省
宜
昌
市
ま
で
の
間
に
長
江
上
流
か
ら
瞿
塘
峡
・
巫

峡
・
西
陵
峡
と
続
く
三
つ
の
峡
谷
。
古
来
、
船
の
往
来
の
難

所
と
し
て
知
ら
れ
る
。

垂
柳

柳

枝
が
垂
れ
下
が
る
こ
と
か
ら

梁
・
簡
文
帝

長

［

］

。

。

「

安
道
」
に
「
落
花
依
度
幰
、
垂
柳
払
行
輪
（
落
花

度
幰
に

ど

け
ん

依
り
、
垂
柳

行
輪
を
払
ふ

」
と
あ
る

「
幰
」
は
車
の

）

。

ほ
ろ
。

［
垂
楊
］
柳
を
い
う

「
柳
」
は
枝
が
垂
れ
下
が
る
ヤ
ナ
ギ
、

。

「
楊
」
は
枝
の
垂
れ
な
い
ヤ
ナ
ギ
だ
が
、
詩
文
で
は
し
ば
し

ば
通
用
す
る
。
斉
・
謝
朓
「
鼓
吹
曲

（

文
選
』
巻
二
十

」

『

八

『
謝
宣
城
集
』
作
「
隋
王
鼓
吹
曲
十
首
・
入
朝
曲

）

、

」
。

に
「
飛
甍
夾
馳
道
、
垂
楊
蔭
御
溝
（
飛
甍

馳
道
を
夾
み
、

ひ

ば
う

は
さ

垂
楊

御
溝
を
蔭
ふ

」
と
。

）

お
ほ

３
同
心
且
同
折

４
故
人
懐
故
郷

同
心

恋
人
同
士
が
約
束
を
交
わ
す

古
詩
十
九
首

文

［

］

。「

」（
『

選

巻
二
十
九

其
六
に

同
心
而
離
居

憂
傷
以
終
老

心

』

）

「

、

（

、

）
」

を
同
じ
く
し
て
離
れ
居
み

憂
ひ
傷
ん
で
以
て
終
老
せ
ん

と
あ
り
、
李
善
注
は
『
易
』
繋
辞
伝
上
に
「
二
人
同
心
、
其

利
断
金

（
二
人

心
を
同
じ
く
す
れ
ば
、
其
の
利
き
こ
と

。

と

金
を
断
つ

」
と
あ
る
の
を
引
く
。
ま
た
、
二
本
の
枝

。
）

が
螺
旋
状
に
絡
み
合
う
こ
と
。
梁
・
武
帝
「
歓
聞
歌

（

玉

」
『

台
』
巻
十

『
楽
府
詩
集
』
巻
四
十
四
作
王
金
珠
「
歓
聞
変

。

歌

）
二
首
其
二
に
「
南
有
相
思
木
、
含
情
復
同
心
（
南

」
。

に
相
思
の
木
有
り
、
情
を
含
み
て
復
た
心
を
同
じ
く
す

」
）

し
ん

と
。
こ
の
句
、
或
い
は
双
関
語
を
用
い
る
か
。

［
同
折
］
二
人
で
い
っ
し
ょ
に
手
折
る
。
或
い
は
二
本
の
枝
が
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い
っ
し
ょ
に
折
れ
て
し
ま
う
。
梁
・
江
淹
「
傷
友
人
賦
」
に

「
黯
与
秋
草
同
折
、
今
不
復
見
矣

（
黯
と
し
て
秋
草
と
同

。

あ
ん

と
も

に
折
れ
、
今

復
た
見
え
ざ
る
な
り

」
と
あ
る
が
、
こ

。
）

れ
は
友
人
が
秋
の
草
が
枯
れ
る
の
と
時
を
同
じ
く
し
て
世
を

去
っ
た
こ
と
を
い
う
。

［

］

。「

」（
『

』

故
人

遠
く
に
い
る
夫
を
い
う

古
詩
十
九
首

文
選

巻
二
十
九
）
其
十
八
に
「
相
去
万
余
里
、
故
人
心
尚
爾
（
相

去
る
こ
と

万
余
里
、
故
人

心

尚
ほ
爾
り

」
と
。

）

し
か

［
懐
故
郷
」
故
郷
を
懐
か
し
む
。
晋
・
陸
雲
「
九
愍
」
修
身
に

「
念
茲
渉
江
、
懐
故
郷
兮

（
茲
れ
を
念
ひ
て
江
を
渉
り
、

。

故
郷
を
懐
ふ

」
と
見
え
る
。
前
半
四
句
は
長
江
を
上
り

。
）

下
り
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
恋
人
を
故
郷
で
思
う
女
性
の
歌
と

し
て
解
し
た
。

５
山
似
蓮
花
艷

６
流
如
明
月
光

［
山
］
巫
山
。
巫
山
に
は
十
二
の
峰
々
が
あ
り
、
そ
れ
ら
が
ハ

ス
の
花
の
よ
う
な
形
に
見
え
る
こ
と
を
い
う
。
後
の
例
だ
が

李
白
「

［
蓮
花
］
ハ
ス
の
花

「
荷
花

「
芙
蓉
」
と
も
。
語
は
早
く

。

」

漢
・
無
名
氏
「
古
絶
句
」
四
首
（

玉
台
』
巻
十
）
其
二
に

『

「
何
用
通
音
信
、
蓮
花
玳
瑁
簪
（
何
を
用
て
か
音
信
を
通
じ

る
、
蓮
花

玳
瑁
の
簪

」
と
見
え
る
。

）

た
い
ま
い

し
ん

［
流
］
巫
峡
を
流
れ
る
長
江
。

［
如
明
月
光
］
長
江
の
水
面
が
満
月
ほ
ど
明
る
く
輝
く
。
宋
・

南
平
王
劉
鑠
「
白
紵
曲
」
に
「
状
似
明
月
汎
雲
河
、
体
如
軽

風
動
流
波
（
状
は
明
月
の
雲
河
に
汎
か
ぶ
に
似
、
体
は
軽
風

う

の
流
波
を
動
か
す
が
如
し

」
と
あ
る
。

）

７
寒
夜
猿
声
徹

８
遊
子
涙
霑
裳

［
寒
夜
］
秋
や
冬
の
寒
さ
厳
し
い
夜
。
晋
・
陶
潜
「
怨
詩
楚
調

示
龐
主
簿
鄧
治
中
」
に
「
夏
日
抱
長
飢
、
寒
夜
無
被
眠
（
夏

、

）
」

。

日

長
き
飢
ゑ
を
抱
き

寒
夜

被
無
く
し
て
眠
る

と

［

］

。「

」

猿
声
徹

サ
ル
の
鳴
き
声
が
遠
く
ま
で
響
き
渡
る

猿
声

「

」

「

」

。

は

巫
峡
長

の
語
釈
に
引
い
た

巴
東
三
峡
歌

を
参
照

「
声
徹
」
は
音
が
～
に
ま
で
届
く

『
論
衡
』
紀
妖
に
「
音

。

中
宮
商
之
声
、
声
徹
於
天

（
音

宮
商
の
声
に
中
た
り
、

。

あ

声

天
に
徹
す

」
と
あ
る
。

。
）

［
遊
子
］
故
郷
を
離
れ
旅
に
出
た
人
。
ま
た
長
く
異
郷
に
あ
る

人
。
こ
こ
は
長
江
を
上
り
下
り
し
て
い
る
夫
の
自
称
と
解
し

た

「
古
詩
十
九
首

（

文
選
』
巻
二
十
九
）
其
一
に
「
浮

。

」
『

雲
蔽
白
日
、
遊
子
不
顧
反
（
浮
雲

白
日
を
蔽
ひ
、
遊
子

お
ほ

顧
反
せ
ず

」
と
。

）

こ

へ
ん

［

］

。

「

」

涙
霑
裳

溢
れ
る
涙
が
裳
裾
を
濡
ら
す

こ
れ
も

巫
峡
長

「

」

。「

」

「

」

の
語
釈
に
引
い
た

巴
東
三
峡
歌

を
参
照

霑

は

沾

て
ん

て
ん

に
通
じ
る
。
後
半
四
句
は
旅
の
み
で
あ
る
夫
の
歌
と
し
て
解

し
た
。

※
本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（C

「
言
語
実
験

）

の
場
と
し
て
の
六
朝
楽
府
に
関
す
る
研
究

（
課
題
番
号
二
六
三
七

」

〇
四
一
〇
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。


